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あ
き
た
観
光
レ
デ
ィ
ー
の

あ
き
た
観
光
レ
デ
ィ
ー
の((

左
か
ら

左
か
ら))

佐
藤
優
果
さ
ん
、

佐
藤
優
果
さ
ん
、

林林  

佑
果
さ
ん
、
吉
田
和
未
さ
ん

佑
果
さ
ん
、
吉
田
和
未
さ
ん((

６
月
４
日
に
行
っ
た

６
月
４
日
に
行
っ
た

蕗
刈
り
撮
影
会
で

蕗
刈
り
撮
影
会
で))



◆市長の動向などは、市ホームページでお伝えしています。https://www.city.akita.lg.jp

２

秋田市長 ● 穂積 志(もとむ)

市長コラム

　

県
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

警
戒
レ
ベ
ル
が
、
下
か
ら
２
番
目
の
１

に
引
き
下
げ
ら
れ
、
よ
う
や
く
ほ
と
ん

ど
の
社
会
経
済
活
動
が
可
能
に
な
り
、

最
近
は
祭
り
の
開
催
な
ど
多
く
の
場
面

で｢

３
年
ぶ
り｣

と
い
う
言
葉
を
聞
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

５
月
28･

29
日
に
開
催
さ
れ
た｢

東
北

絆
ま
つ
り
秋
田｣

で
は
、
県
内
外
か
ら

11
万
人
も
の
お
客
さ
ま
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
竿
燈
な
ど
東
北
を
代

表
す
る
祭
り
が
揃
っ
た
28
日
夕
方
の
パ

レ
ー
ド
は
、
雨
模
様
の
肌
寒
い
中
に
も

か
か
わ
ら
ず
多
く
の
観
客
が
席
を
立
た

ず
最
後
ま
で
観
覧
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
こ
の
日
を
待
ち
望
ん
で
く
れ

て
い
た
の
か
と
思
い
、
胸
が
熱
く
な
り

ま
し
た
。
翌
日
は
う
っ
て
変
わ
り
晴
天

に
恵
ま
れ
、
多
彩
な
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト

が
会
場
を
盛
り
上
げ
、
東
北
の
夏
の
到

来
を
感
じ
さ
せ
る
１
日
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
日
も
浅
い
６
月
５
日
に

は
、
あ
き
た
芸
術
劇
場
ミ
ル
ハ
ス
の

開
館
と
い
う
待
望
の
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
。
優
れ
た
機
能
を
有
す
る
大
中
の

ホ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
は
、
他
の
機
会

に
譲
り
自
分
な
り
の
思
い
を
述
べ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
は
、
全
館
を
通
し
て
秋
田
の
自

然
や
風
土･

歴
史･

伝
統･

文
化
の
エ
ッ
セ

ン
ス
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
特
に
、
自
然
光
が
降
り
注

ぐ
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー
を
抜
け
た
先

で
出
迎
え
て
く
れ
る
総
合
案
内
は
圧
巻

で
す
。
樺
細
工･

川
連
漆
器･

大
館
曲
げ

わ
っ
ぱ
を
組
み
合
わ
せ
千
秋
公
園
の
桜

を
表
現
し
て
お
り
、
こ
れ
だ
け
で
秋
田

を
満
喫
し
た
気
分
に
な
り
ま
す
。
ほ
か

に
も
い
た
る
と
こ
ろ
で
秋
田
杉
が
ふ
ん

だ
ん
に
使
わ
れ
、
組
子
細
工
は
多
様
な

組
み
合
わ
せ
で
木
材
の
美
し
さ
を
表
現

し
て
い
ま
す
。
一
つ
一
つ
が
そ
れ
ぞ
れ

作
品
で
あ
り
、
私
に
と
っ
て
は
ミ
ル
ハ

ス
は
さ
な
が
ら｢

ミ
ニ
秋
田
伝
統
工
芸

博
物
館｣
の
よ
う
に
映
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
周
囲
と
の
見
事
な
一
体
感

で
す
。
元
々
、
千
秋
美
術
館
か
ら
県
立

美
術
館･

な
か
い
ち･
文
化
創
造
館･

明
徳

館･

佐
竹
史
料
館
そ
し
て
千
秋
公
園
に

至
る
エ
リ
ア
を
芸
術
文
化
ゾ
ー
ン
と
し

て
構
想
し
た
も
の
で
す
が
、
実
際
に
ミ

ル
ハ
ス
に
身
を
置
い
て
み
る
と
、
改
め

て
ゾ
ー
ン
と
し
て
実
感
し
ま
す
。
例
え

ば
４
階
の
眺
望
ロ
ビ
ー
か
ら
は
中
心
市

街
地
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
、
普
段
見

慣
れ
て
い
る
ま
ち
並
み
と
は
ま
た
違
う

表
情
が
見
て
と
れ
ま
す
。
東
側
の
ホ
ワ

イ
エ
で
は
、
中
土
橋
か
ら
お
堀
を
望
む

開
放
感
の
中
、
千
秋
公
園
か
ら
降
り
注

ぐ
新
緑
の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
い
る
よ

う
で
、
思
わ
ず
深
呼
吸
し
そ
う
に
な
り

ま
す
。
新・

緑
か
ら
深・

緑
へ
、
紅
葉
か
ら

雪
景
色
へ
と
季
節
が
巡
っ
て
い
く
と
思

う
と
、
何
だ
か
幸
せ
な
気
分
に
浸
っ
て

き
ま
す
。

　

あ
と
も
う
一
点
お
伝
え
し
た
い
こ
と

は
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
発
表
会
な
ど
の
特

別
な
時
だ
け
で
な
く
、
ロ
ビ
ー
や
テ
ラ

ス
な
ど
は
、
待
ち
合
わ
せ
や
散
歩
の
休

憩
な
ど
に
も
ぜ
ひ
お
す
す
め
で
す
。
お

弁
当
や
お
や
つ
を
携
え
て
立
ち
寄
っ
て

み
て
も
い
い
で
す
ね
。

ミ
ル
ハ
ス
花
開
く

ミルハス開館記念式典 (６月５日)



　広報あきた　2022年７月１日号 市外局番＝☎018３

　

人
口
減
少

　

人
口
減
少･･

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
す
る
中
、
秋
田
市
で
は

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
す
る
中
、
秋
田
市
で
は

新
た
な
視
点
で
の
高
齢
化
へ
の
対
応
と
し
て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
提
唱
す

新
た
な
視
点
で
の
高
齢
化
へ
の
対
応
と
し
て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
提
唱
す

るる｢｢

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
テ
ィ

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
テ
ィ((

高
齢
者
に
や
さ
し
い
都
市

高
齢
者
に
や
さ
し
い
都
市)｣)｣
のの

趣
旨
に
賛
同
し
、
２
０
１
１
年

趣
旨
に
賛
同
し
、
２
０
１
１
年
1212
月
、
日
本
国
内
の
自
治
体
と
し

月
、
日
本
国
内
の
自
治
体
と
し

て
初
め
て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
設
立
し
た

て
初
め
て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
設
立
し
た｢｢

Ｗ
Ｈ
Ｏ
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー

Ｗ
Ｈ
Ｏ
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー

シ
テ
ィ

シ
テ
ィ･･

グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク｣｣

に
参
加
し
ま
し
た
。

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
参
加
か
ら

　

こ
の
た
び
参
加
か
ら
1010
年
が
経
過
し
、
令
和
４
年
度
か
ら
８
年

年
が
経
過
し
、
令
和
４
年
度
か
ら
８
年

度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
『
第
３
次
秋
田
市
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド

度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
『
第
３
次
秋
田
市
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド

リ
ー
シ
テ
ィ
行
動
計
画
』
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、

リ
ー
シ
テ
ィ
行
動
計
画
』
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、

右
の
と
お
り
基
本
理
念
を
掲
げ
、
行
政
、
市
民
、
民
間
事
業
者
の

右
の
と
お
り
基
本
理
念
を
掲
げ
、
行
政
、
市
民
、
民
間
事
業
者
の

三
者
協
働
の
も
と
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
役

三
者
協
働
の
も
と
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
役

割
や
居
場
所
を
持
ち
、
互
い
を
認
め
合
い
な
が
ら
豊
か
に
暮
ら
す

割
や
居
場
所
を
持
ち
、
互
い
を
認
め
合
い
な
が
ら
豊
か
に
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
ま
ち
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。
計
画
は
市
ホ
ー
ム

こ
と
の
で
き
る
ま
ち
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。
計
画
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。広

報
広
報
IDID
番
号
番
号  

１
０
０
５
２
０
５

１
０
０
５
２
０
５

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
▼▼

長
寿
福
祉
課
☎

長
寿
福
祉
課
☎((

８
８
８

８
８
８))

５
６
６
６

５
６
６
６

1
安
全･

安
心
で
誰
も
が
快
適

に
過
ご
せ
る
屋
外･

施
設
環

境
の
整
備

2
交
通
機
関
の
利
便
性
の
向
上

3
安
心
し
て
快
適
に
住
み
続
け

ら
れ
る
住
環
境
の
整
備

4
生
涯
を
通
じ
た
生
き
が
い
づ

く
り
や
社
会
参
加
の
促
進

5
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
お
互
い
を
認
め
合
う
地
域

社
会
づ
く
り

6
高
齢
者
の
就
業
や
市
民
参
加
の
機
会
創
出

7
高
齢
者
の
情
報
環
境
の
整
備

8
多
様
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る

地
域
づ
く
り　

　

社
会
情
勢
を
捉
え
た
課
題
に

対
応
す
る
た
め
の
方
針
と
し
て

｢

目
指
す
ま
ち
の
す
が
た｣

を
設
定
し
ま
し
た
。

 【
申
し
込
み
】
往
復
は
が
き(

１
通
に
１
人)

の
往

信
欄
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

返
信
欄
に
、
住
所
、
氏
名
を
書
い
て
、
７
月
11

日
(月)(

必
着)

ま
で
に
、
〒
０
１
０-

８
５
６
０ 

秋
田
市
役
所
長
寿
福
祉
課｢

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド

リ
ー
シ
テ
ィ
講
演
会
聴
講
希
望｣

係　

1
あ
ら
ゆ
る
世
代
に
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ

テ
ィ
意
識
が
醸
成
さ
れ
た
ま
ち

2
多
様
な
住
民
主
体
の
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
が
見
え
る
ま
ち

3
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
を
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
ま
ち

4
高
齢
者
が
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
よ
う
産

学
官
民
一
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
ま
ち

重
点
方
針

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
定
義
し
た｢

高
齢

者
に
や
さ
し
い
８
つ
の
ト
ピ
ッ

ク｣

を
も
と
に
、
基
本
理
念
を
実
現
す
る
た
め
の

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す
も
の
と
し
て
、

次
の
８
つ
の
基
本
目
標
に
基
づ
き
、
市
全
体
で

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

基
本
目
標

雑
誌
雑
誌｢｢

ハ
ル
メ
ク

ハ
ル
メ
ク｣｣

編
集
長
が
伝
え
た
い

編
集
長
が
伝
え
た
い

素
敵
に
年
を
重
ね
る
た
め
の

素
敵
に
年
を
重
ね
る
た
め
の

｢｢

や
め
る
習
慣

や
め
る
習
慣｣｢｣｢

始
め
る
習
慣

始
め
る
習
慣｣｣

日
時
▼

８
月
２
日
(火)
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

会
場
▼

ア
ル
ヴ
ェ
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

講
師
▼

㈱
ハ
ル
メ
ク
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
取
締
役

で
雑
誌｢

ハ
ル
メ
ク｣

編
集
長
の
山
岡
朝
子
さ
ん

８
月
24
日
(水)
▼

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
映
画
祭
初

日
、
記
念
講
座
、
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
パ
ー

ト
ナ
ー
事
業
者
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
始

８
月
27
日
(土)
▼

記
念
イ
ベ
ン
ト

　

８
＝
エ
イ(

ト)

ジ
、
２
＝
フ(

レ
ン
ド
リ
ー)

、

４
＝
シ(

テ
ィ)

の
語
呂
合
わ
せ
で
、
今
年
度
か

ら
８
月
24
日
を｢

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
テ
ィ

の
日｣

と
し
、
講
演
会
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

８
月
24
日
は

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
テ
ィ
の
日　

基
本
理
念

と
も
に
考
え

と
も
に
考
え  

と
も
に
つ
く
る

と
も
に
つ
く
る  

高高エ

イ

ジ

フ

レ

ン

ド

リ

ー

シ

テ

ィ

エ

イ

ジ

フ

レ

ン

ド

リ

ー

シ

テ

ィ

齢
者
に
や
さ
し
い
都
市

齢
者
に
や
さ
し
い
都
市

〜
誰
も
が
心
豊
か
に
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
〜

〜
誰
も
が
心
豊
か
に
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
〜 概要版の表紙

特別特別
講演会講演会

参加無料
定員(抽選)150人



■
人
権

人
権
擁
護
委
員
▼

加
賀
谷
ユ
ウ
子(

高
陽)

■
交
通
安
全

交
通
指
導
隊
員
▼

川
上
時
男(

河
辺)

、
飯

坂
敦
澄(

外
旭
川)

　

地
区
交
通
安
全
協
会
役
員
▼

加
賀
谷
幸
雄

(

寺
内)

、
髙
橋
義
美(

新
屋)

■
自
治
振
興

町
内
会
長
▼

富
谷 

赳(

千
秋)

、
木
内
鑛
生

(

広
面)

、
松
田
富
夫(

楢
山)

、
深
澤 

守

(

東
通)

、
堀
井 

満(

楢
山)

、
岡
部
か
ず
子

(

楢
山)

、
武
石
淳
三(

千
秋)

、
北
林
美
和

子(

保
戸
野)

、
関
谷
秀
樹(

保
戸
野)

、
中

川 

清(

八
橋)

、
石
田 

𣳾(

大
町)

、
中
島

康
介(

旭
川)

、
松
本
勝
也(

高
陽)

、
伊
藤

隆
一(

旭
南)

、
渡
辺
正
宏(

山
王)

、
石
田

達
郎(
山
王)

、
髙
橋
正
行(

川
尻)

、
成
田

昭
仁(
牛
島)

、
大
野 

清(

卸
町)

、
佐
々

木
慶
一(
手
形)

、
木
曽 

護(

土
崎
港)

、

南 

慶
嗣(

土
崎
港)
、
一
ノ
関
敏
昭(

土
崎

港)

、
駒
野
谷
慎
一(
土
崎
港)

、
森
丘
健
二

(

土
崎
港)

、
佐
藤
一
紀(
新
屋)

、
石
井 

護

(

寺
内)

、
藤
原
敬
夫(

土
崎
港)

、
成
沢
喜

孝(

飯
島)

、
保
坂 

進(

飯
島)

、
長
坂
一
二

(

上
新
城)

、
新
田
英
明(

仁
井
田)

、
後
藤

和
雄(

仁
井
田)

、
大
縄 

聖(

御
野
場)

、
阿

部
正
久(

下
北
手)

、
安
宅
一
男(

下
浜)

、

渡
辺 

肇(

金
足)

、
野
原
喜
美
雄(

寺
内)

、

堀
井
光
雄(

御
所
野)

、
藤
原 

直(

河
辺)

、

石
塚
敦
男(

河
辺)

、
山
田
雄
造(

河
辺)

、

那
須
新
一(

雄
和)

■
社
会
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
▼

チ
ー
ム
こ
ま
ち
＆
な
ま
は
げ

民
生
委
員･

児
童
委
員
▼

石
黒
比
佐
司(

新

屋)

、
鈴
木
久
忠(

上
北
手)

、
戸
嶋
元
美

(

大
住)

、
那
須
惠
子(

雄
和)

、
髙
島 

洋

(

新
屋)

、
佐
藤
定
男(

新
屋
勝
平)

、
佐
藤

昭
博(

外
旭
川)

、
船
山
久
美
子(

飯
島)

、

高
橋
裕
樹(

仁
井
田)

、
丸
山
春
男(

雄

和)

、
本
間
淑
子(

土
崎)

、
渡
邊
清
明(

土

崎)

、
原
田
順
子(

新
屋)

、
安
田
正
衛(

下

新
城)

、
相
場
利
治(

仁
井
田)

、
安
田
道
子

(

金
足)

、
柴
田
明
美(

新
屋
勝
平)

、
長
谷

川
正
彦(

四
ツ
小
屋)

、
最
上
誠
子(

土
崎

南)

、
赤
坂
睦
子(

寺
内)

、
相
原
和
子(

浜↑

野
口
か
お
り
さ
ん(

保
戸
野)

　
秋
田
市
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
、
本
市
教
育
行
政
の
重

要
事
項
に
つ
い
て
意
見
や
提
言
を
行
っ
た
ほ
か
、
教
育
委
員

会
委
員
長
と
し
て
会
議
運
営
を
主
導
す
る
な
ど
、
本
市
教
育

委
員
会
の
適
切
な
運
営
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

＊上記に記載の催しは新型コロナウイルスの影響により、変更になる場合がありますので、ご了承ください。

市
勢
発
展
へ
多
大
な
貢
献

市
勢
発
展
へ
多
大
な
貢
献

令
和
４
年
度
秋
田
市
功
労
者

令
和
４
年
度
秋
田
市
功
労
者

浅
利
香
津
代
さ
ん(

東
京
都)

　
秋
田
市
出
身
の
女
優
と
し
て
本
市
の
魅
力
発
信
に
尽
力
さ

れ
た
ほ
か
、
平
和
に
関
す
る
講
話
や
土
崎
空
襲
を
テ
ー
マ
に

し
た
絵
本
の
朗
読
を
行
う
な
ど
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
平
和
意
識
の
醸
成
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 　

７
月
12
日
は｢

市
の
記
念
日｣

で
す
。
明
治
22
年
７
月
12
日
の
秋
田
市
役
所
開
庁
に
ち
な
ん
で

昭
和
３
年
に
制
定
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
７
月
12
日
(火)
午
前
10
時
30
分
か
ら
文
化
会
館
で
、
市
の
記
念
日
式
典
を
開
催
し
、

市
勢
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
123
人
、
２
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
▼

総
務
課
☎(

８
８
８)

５
４
２
３

＊
か
っ
こ
内
は
住
所
で
、
民
生
委
員･

児
童
委
員
は
担
当
地
区
名
で
す
。

４市外局番＝☎018

青
木
隆
吉
さ
ん(
将
軍
野)

　
秋
田
公
立
美
術
工
芸
短
期
大
学
教
授
と
し
て
教
育
に
尽
力

さ
れ
た
ほ
か
、
デ
ザ
イ
ン
分
野
や
伝
統
工
芸
分
野
に
関
す
る

各
種
団
体
の
役
員
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
、
本
市
の
文
化
芸
術

振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

髙
橋
良
治
さ
ん(

牛
島)

　
丸
果
秋
田
県
青
果
株
式
会
社
の
代
表
取
締
役
社
長
と
し

て
、
安
全
で
安
心
な
生
鮮
食
料
品
な
ど
を
安
定
的
に
供
給
す

る
役
割
を
果
た
し
て
き
た
ほ
か
、
産
地
と
連
携
し
本
市
の
農

林
水
産
業
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

功
労
者
表
彰

功
労
者
表
彰

一
般
表
彰

一
般
表
彰(

敬
称
略)

市政トピックス



田)

、
高
橋
美
佐
緒(

仁
井
田)

、
佐
々
木
春

敏(

河
辺)

、
松
山 

明(

雄
和)

、
森
谷
育
子

(

広
面)

、
石
井
順
子(

下
新
城)

、
植
村
ひ

ふ
み(

四
ツ
小
屋)

、
武
田
千
鶴
子(

桜)

、

川
越
政
美(

大
住)

、
熊
谷
幸
雄(

河
辺)

■
保
健･

医
療

地
域
保
健
推
進
員
会
会
長
▼

髙
橋
京
子(

新

屋)

、
櫻
田
洋
子(

太
平)

■
環
境

環
境
審
議
会
委
員
▼

竹
田
勝
美(

中
通)

、

津
村 

守(

太
平)

、
村
中
孝
司(

外
旭
川)

■
産
業
振
興
　

商
業
振
興
▼

越
中
谷
永
一(

土
崎
港)

、

佐
藤
宏
悦(

上
北
手)

、
土
田
由
仁(

土
崎

港)

、
麥
澤
博
英(

中
通)

山
林
看
守
人
▼

米
塚 

肇(

山
内)

、
井
川
博

之(

下
北
手)

、
佐
々
木
繁
明(

河
辺)

■
教
育･

文
化

青
少
年
育
成
▼

和
泉
孝
枝(

楢
山)

、
齊
藤

洋
子(

楢
山)

、
長
門
玲
子(

川
尻)

、
萬
谷

憲
一(

飯
島)

、
佐
藤
貴
子(

飯
島)

、
福
井 

精(

下
浜)

、
舩
木
勇
一(

濁
川)

、
佐
々
木

廣
次(

手
形)

、
大
嶋 

満(

太
平)

、
工
藤

明
美(

東
通)

、
田
子
多
津
子(

山
手
台)

、

齊
藤 

昭(

御
所
野)

、
宇
佐
美
や
す
子(

金

足)

、
永
田
凡
人(

上
新
城)

児
童
育
成
ク
ラ
ブ
世
話
人
▼

佐
々
木
茂
美

(

土
崎
港)

、
髙
橋
由
紀
子(

大
住)

、
林 

百

合
子(

牛
島)

、
佐
々
木
寿
子(

大
住)

、

夏
井
ヒ
サ
子(

保
戸
野)

、
千
葉
廣
子(

飯

島)

、
工
藤
ヤ
ス
子(

飯
島)

、
大
友
ヒ
ロ
子

(

雄
和)

生
涯
学
習
奨
励
員
▼

加
藤
久
行(

東
通)

、

金
子
真
悟(

大
町)

、
佐
藤
富
子(

泉)

、
石

川
和
夫(

下
浜)

、
畠
山
育
子(

楢
山)

、

佐
々
木
タ
ヱ
子(

雄
和)

■
都
市
整
備

秋
田
駅
東
第
三
地
区
土
地
区
画
整
理
審

議
会
委
員
▼

嵯
峨 

武(

手
形)

■
善
行

善
行
▼

秋
田
建
築
労
働
組
合 

青
年
部

↑

■大森山動物園☎(828)5508
■赤れんが郷土館(重要文化財建造物　　
　　　　｢旧秋田銀行本店｣のみ開放) ☎(864)6851

■民俗芸能伝承館(貸出施設の利用を除く)
☎(866)7091

■旧金子家住宅 ☎(866)7091
■久保田城御隅櫓 ☎(832)1298
■旧黒澤家住宅 ☎(831)0285
■秋田城跡歴史資料館 ☎(845)1837
■旧秋田藩主佐竹氏別邸(如

じ ょ

斯
し

亭
て い

)庭園 ☎(834)6300

５　広報あきた　2022年７月１日号

７月12日７月12日(火)(火)の｢市の記念日｣の｢市の記念日｣
次の施設を無料開放します次の施設を無料開放します

　秋田市文化選奨は、芸術･学術などの
各分野において、優れた作品を発表し、
市の文化の振興に貢献されたかたに贈ら
れます。今年度は、次のかたがたが受賞
されました。

◆文化選奨の表彰式を７月22日(金)午後４時か
ら、ANAクラウンプラザホテル秋田４階シ
リウスで開催します。一般参列は事前申込
制です。申し込みは、７月12日(火)午前８時
30分から文化振興課へ。

■受賞者

現代詩への旅

■作品名

 【部門】学術 【部門】学術

　本作品は、令和元年
６月から４年１月まで
秋田魁新報に毎月１回
掲載(全32回)されたも
のです。
　保坂銀蔵、中村長
二、芥川 芳ら歴史に

埋もれてしまった人から小坂太郎、沢木
隆子、押切順三ら著名な詩人まで、本県
の現代詩史を築いた34人を作品ととも
に取り上げた内容で、本県文学史上、貴
重な成果として評価されました。

佐々木久春さん
(広面)

秋田市文化選奨秋田市文化選奨
令和４年度令和４年度

■受賞者

第26回秋田港の唄
全国大会優勝

■作品名

 【部門】芸能 【部門】芸能

　土崎港出身の金子
洋文氏が作詞作曲し
た｢秋田港の唄｣を伝承
し、郷土の発展を期す
るために、平成５年か
ら開催されている全国

大会で優れた成績を収めました。
　日々、民謡研

け ん

鑽
さ ん

の傍
かたわ

ら県内外の各種民
謡大会に積極的に参加してきたほか、市
内小学校などでの民謡披露を継続するな
ど、その普及に尽力されています。

大川あけみさん

(土崎港)
〈本名:明美〉

問い合わせ▶文化振興課☎(888)5607



◆
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
が
困
難
な

か
た
は
減
免
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
２
５
０
９
２

減
免
対
象

▼
主
た
る
生
計
維
持
者
＝
原
則
世
帯
主

①
主
た
る
生
計
維
持
者(

非
自
発
的
失
業

者
※
の
軽
減
制
度
に
該
当
し
な
か
っ

た
か
た)

の
令
和
４
年
中
の
事
業
収
入

な
ど
が
、
昨
年
と
比
べ
て
10
分
の
３

以
上
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

世
帯
の
か
た

※
失
業
給
付
を
受
給
す
る
か
た
で
自
己
都
合
以

外
で
離
職
し
た
か
た
。

＊
前
年
の
主
た
る
生
計
維
持
者
の
合
計

所
得
が
１
千
万
円
を
超
え
て
い
る
か

た
、
減
少
し
た
事
業
所
得
な
ど
以
外

の
所
得
が
４
百
万
円
を
超
え
て
い
る

か
た
は
対
象
外
で
す
。

＊
持
続
化
給
付
金
な
ど
の
給
付
金
は
、

事
業
収
入
に
含
み
ま
せ
ん
。

②
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
ま
た
は

重
篤
な
症
状
と
な
っ
た
世
帯
の
か
た

●
問
い
合
わ
せ
　
国
保
年
金
課
賦
課
担

当
☎(

８
８
８)

５
６
３
２

◆
国
民
健
康
保
険
税
納
付
の
猶
予

　

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
が
困
難
な

場
合
、
申
請
に
よ
り
１
年
間
、
納
付
の

猶
予
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
国
保
年
金
課
収
納
推

進
室
収
納
担
当
☎(

８
８
８)

５
６
３
５

◆
介
護
保
険
料
の
減
免

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
、
介
護
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
か
た
は
、
申
請
に
よ
り
保

険
料
が
減
額
ま
た
は
免
除
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
介
護
保
険
課
☎(

８
８
８)
５
６
７
２

６市外局番＝☎018

文中の｢広報ID番号｣を、秋田市ホームページ上の
検索画面(右)に入力すると当該ページへ移行します

新型コロナウイルスワクチン接種

　予約でお困りのかたのために、下記の施
設で予約支援(代理予約)を行います。基礎疾
患を有するかたなどの接種券発行の申請も
行います。希望されるかたは直接会場へお
越しください。開催日時は、毎週月〜金曜
(祝日も実施)、9:30〜17:00。

会場▶中央･東部･西部･北部･河辺･雄和の各
市民ＳＣ、南部市民ＳＣ別館、河辺岩見三内
地区コミュニティセンター、大正寺連絡所 

｢ワクチン予約サポートセンター｣をご
利用ください▶７月11日(月)9:30から

▶聴覚に障がいのあるかたや、電話での問い合わ
せが難しいかたはFAXでも受け付けています。

健康管理課FAX(883)1158

ワクチン専用ウェブ

ワクチン接種専用ウェブサイト 
https://acity-va.com

(平日9:00〜18:00)

秋田市新型コロナウイルス
ワクチン接種コールセンター

☎0120-73-8970

◆18〜59歳の基礎疾患を有するかたなど
は４回目接種前に接種券の発行申請が必
要です

＊60歳以上のかたや、精神障害者保健福祉手帳を
有するかたなどには、３回目接種から５か月を
経過した後に、接種券を住民票の住所に順次お
送りしますので申請は不要です。

＊基礎疾患を有するかたなどの詳細については、
広報あきた６月17日号をご確認ください。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連

各
種
減
免
制
度

☎(866)7050／24時間対応　
☎0570-011-567／8:00〜17:00　
☎(895)9176／8:00〜17:00

●発熱などの症状があり受診を希望する場合は、
まずはかかりつけ医に必ず電話でご相談を

　かかりつけ医がいないなど、医療機関に迷う
場合は、下記の｢あきた新型コロナ受診相談セン
ター｣へご相談ください。紹介された医療機関を
受診する際は、必ず事前に受診先へ電話してく
ださい。

◆ワクチン接種は、強制ではなく、本人の
意思に基づき受けていただくものです。
周りのかたなどに接種を強制したり、接
種を受けていない人に差別的な扱いをす
ることがないようにお願いします

◆５〜11歳のお子さんのワクチン接種を、
市保健センター(八橋)で実施しています。
小児の接種には保護者の同伴が必要で
す。予診票には必ず保護者の署名をお願
いします

●文中の｢SC｣はサービスセンターの略

市役所からのお知らせ

４回目のワクチン接種を
実施しています



帯
な
ど
は
別
に
申
請
が
必
要
で
す
。

②
に
該
当
…
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
３
３
０
７
５

●
問
い
合
わ
せ　

秋
田
市
住
民
税
非
課

税
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
金
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
☎(

８
０
３)

６
３
４
４

　

国
民
健
康
保
険(

国
保)

に
加
入
し
て
い

る
か
た
が
社
会
保
険
に
加
入
し
た
場
合

は
、
脱
退
の
届
出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

社
会
保
険
の
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
は
、

国
保
加
入
の
届
出
が
必
要
で
す
。
た
だ

し
、
任
意
継
続
へ
の
加
入
や
健
康
保
険

の
扶
養
と
な
っ
た
場
合
は
除
き
ま
す
。

◆
秋
田
市
へ
転
入
前
に

　

社
会
保
険
の
資
格
を
喪
失
し
た
か
た

　
　

前
住
所
の
市
町
村
に
国
保
加
入
の

届
出
が
必
要
で
す
。
前
住
所
で
の
手

続
き
後
、
秋
田
市
で
国
保
加
入
の
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
秋
田
市
へ
転
入
し
た
後
に
社
会
保
険

の
資
格
を
喪
失
し
た
か
た

　
　

秋
田
市
に
国
保
加
入
の
届
出
が
必

要
で
す
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
の

電
子
申
請
で
も
手
続

き
で
き
ま
す
。
下
記

コ
ー
ド
か
ら
ど
う
ぞ
。

●
問
い
合
わ
せ　

国
保
年
金
課
国
保
年

金
資
格
担
当
☎(

８
８
８)

５
６
３
３

７　広報あきた　2022年７月１日号

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受

け
て
い
る
か
た
を
支
援
す
る
た
め
、
住

民
税(

個
人
市
民
税･

県
民
税)

非
課
税
世

帯
な
ど
の
対
象
世
帯
へ
、
１
世
帯
あ
た

り
10
万
円
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
世
帯(

す
で
に
受
給
し
た
世
帯
を
除

き
、
①
②
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯)

①
住
民
税
非
課
税
世
帯

▼

令
和
３
年
12
月
10
日
現
在
秋
田
市
に
住

民
票
が
あ
り
、
令
和
３
年
度
住
民
税
が

非
課
税
の
世
帯
で
未
受
給
の
世
帯

▼(

対
象
を
拡
大)

令
和
４
年
６
月
１
日
現

在
秋
田
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
新
た
に

令
和
４
年
度
住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

②
家
計
急
変
世
帯

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受

け
て
家
計
が
急
変
し
、
①
の
世
帯
と
同

様
の
事
情
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯

＊
①
②
と
も
世
帯
全
員
が
住
民
税
課
税

者
の
扶
養
親
族
の
場
合
は
対
象
外
で

す
。
基
準
日
ま
で
に
扶
養
者
と
離
別

し
た
場
合
は
対
象
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法(

申
請
期
限
は
９
月
30
日
(金))

①
に
該
当
…
該
当
す
る
世
帯
の
世
帯
主

の
か
た
へ
、
確
認
書
を
７
月
中
旬
こ
ろ

お
送
り
し
ま
す
。

　

秋
田
市
に
転
入
し
た
か
た
が
い
る
世

帯
や
、
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力(

Ｄ
Ｖ)

で
住
民
票
を
移
す
こ
と
が
で
き
な
い
世

　

町
内
会
な
ど
が
行
う
、
個
性
あ
る
地

域
づ
く
り
や
課
題
解
決
に
向
け
た
活
動

を
支
援
す
る｢

地
域
づ
く
り
交
付
金｣

の

二
次
募
集
を
受
け
付
け
ま
す
。
交
付
希

望
団
体
は
、
各
地
域
の
市
民
Ｓ
Ｃ
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
事
業
▼

地
域
団
体
に
よ
る
防
災
、
防

犯
、
交
通
安
全
、
環
境
整
備･

美
化
、
世

代
間
交
流
な
ど
の
公
益
活
動

交
付
額
▼

１
件
に
つ
き
５
万
円
以
上
50
万

円
以
下

申
請
期
間
▼

７
月
19
日
(火)
か
ら
８
月
５
日

(金)
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

▼

中
央
市
民
Ｓ
Ｃ
☎(

８
８
８)

５
６
４
３

▼

東
部
市
民
Ｓ
Ｃ
☎(

８
５
３)

１
０
６
３

▼

西
部
市
民
Ｓ
Ｃ
☎(

８
８
８)

８
０
８
０

▼

南
部
市
民
Ｓ
Ｃ
☎(

８
３
８)

１
２
１
３

▼

北
部
市
民
Ｓ
Ｃ
☎(

８
４
５)

２
２
６
１

▼

河
辺
市
民
Ｓ
Ｃ
☎(

８
８
２)

５
１
６
１

▼

雄
和
市
民
Ｓ
Ｃ
☎(

８
８
６)

５
５
５
０

　

冬
期
間
の
野
菜
や

花
き
栽
培
を
め
ざ
す
農
業
者
な
ど
を
対

象
に
、
栽
培
実
習
を
中
心
と
し
た
研
修

を
実
施
し
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
が
、
傷
害
保
険
へ

の
加
入
、
作
業
服
な
ど
は
各
自
で
ご
準

備
く
だ
さ
い
。
定
員
は
５
人
程
度
で
、

面
接
に
よ
る
選
考
と
な
り
ま
す
。

対
象(

す
べ
て
を
満
た
す
か
た)

▼

秋
田
市
在
住
の
農
業
者
な
ど
で
、
お
お

む
ね
65
歳
以
下
の
か
た

▼

販
売
を
目
的
と
し
て
、
新
た
に
冬
期
間

の
園
芸
作
物
生
産
に
取
り
組
も
う
と
す

る
か
た

▼

心
身
と
も
に
健
康
で
、
研
修
の
全
日
程

を
受
講
で
き
る
か
た

研
修
期
間
と
場
所

10
月
６
日
(木)
か
ら
来
年
３
月
９
日
(木)
ま

で
の
毎
週
木
曜(

年
末
年
始
を
除
く)

に
、

計
20
回
を
予
定
、
午
前
10
時
〜
正
午
と

午
後
１
時
〜
３
時
に
、
園
芸
振
興
セ
ン

タ
ー(

仁
井
田)

で

栽
培
実
習

ホ
ウ
レ
ン
草
、
ア
ス
パ
ラ
菜
、
ネ
ギ
、

イ
チ
ゴ
、
ダ
リ
ア
、
キ
ク
な
ど
の
播

種
、
育
苗
、
栽
培
管
理
、
出
荷
調
製
作

業
な
ど

講
義･

視
察

作
付
計
画
づ
く
り
、
作
型
と
栽
培
技

術
、
施
設
の
設
備
な
ど
。
視
察
は
、
冬

期
農
業
に
取
り
組
む
農
家
を
見
学

申
し
込
み

園
芸
振
興
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
書
で
、

８
月
19
日
(金)(

必
着)

ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
０
７
０
８
９

●
問
い
合
わ
せ　

園
芸
振
興
セ
ン
タ
ー

☎(

８
３
８)

０
２
７
８

冬
期
農
業
研
修
生
を

募
集
し
ま
す

地
域
づ
く
り
交
付
金
の

二
次
募
集
を
受
け
付
け
ま
す

非
課
税
世
帯
な
ど
へ
の
給
付

金
の
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
す

就
職･

退
職
し
た
か
た
は

国
保
の
手
続
き
が
必
要
で
す

国保異動届



今
月
納
期
の
市
税

▼
納
期
限
…
８
月
１
日
(月)

・
固
定
資
産
税
第
２
期

・
国
民
健
康
保
険
税
第
１
期

　

市
税
の
納
付
に
は
、
納
め
忘
れ
が
な

く
な
る
口
座
振
替
が
お
す
す
め
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か

ら
口
座
振
替
の
申
し
込
み
が
で
き
る｢

秋

田
市
Ｗウ

ｅエ

ｂブ

口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス｣

の
ご
利
用
が
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
納
付
書
を
使
用
す
る
場
合

は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納

付
で
き
る
ほ
か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
の
カ
メ
ラ
で
納
付
書
に
記
載
さ
れ
た

バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と
で
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
納
付
も
利
用
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
広
報
ID
番
号  

1
０
３
４
２
９
０

●
問
い
合
わ
せ　

　

納
税
課
☎(

８
８
８)

５
４
８
３

　

国
保
年
金
課
☎(

８
８
８)

５
６
３
４

　

町
内
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
子
ど
も

会
、
職
場
、
学
校
、
個
人
な
ど
を
対
象

に
、
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
に
か
け
て

応
募
者
す
べ
て
の
花
だ
ん
を
巡
回
し
、

優
秀
な
花
だ
ん
を
表
彰
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
▼

秋
田
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

事
務
局(

市
役
所
２
階)

に
あ
る
申
込
書

で
、
７
月
29
日
(金)
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
０
４
２
９
２

●
問
い
合
わ
せ　

秋
田
市
民
憲
章
推
進

協
議
会
事
務
局
☎(

８
８
８)

５
６
５
３

　

夏
休
み
は
、
子
ど
も
と
の

接
触
事
故
の
危
険
性
が
高
ま

り
ま
す
。
公
園
の
近
く
や
信

号
の
な
い
横
断
歩
道
な
ど
で
の
急
な
飛

び
出
し
に
は
特
に
注
意
し
、
安
全
確
認

と
徐
行
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故
か

ら
守
る
た
め
、
家
庭
内
で
交
通
ル
ー
ル

を
確
認
す
る
な
ど
、
普
段
か
ら
交
通
安

全
の
話
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
７
月
は｢

シ
ー
ト
ベ
ル
ト･

チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
着
用
推
進
運
動
強
調
期
間｣

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
せ
ず
に
事
故
に
あ

う
と
、
車
内
で
全
身
を
強
打
す
る
な

ど
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。
被
害
軽

減
の
た
め
に
、
必
ず
全
席
で
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
す
る
際

は
、
子
ど
も
の
体
格
に
合
っ
た
製
品
を

選
び
座
席
に
確
実
に
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

　

交
通
政
策
課
☎(

８
８
８)

５
７
６
６

　

無
料
で
写
真
を
撮
影
し
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
本

人
確
認
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い(

カ
ー

ド
の
交
付
は
後
日
、
市
役
所
１
階
市
民

課
や
市
民
Ｓ
Ｃ
な
ど
で
行
い
ま
す)

。

日
時
▼

７
月
６
日
(水)･

７
日
(木)･

８
日
(金)
、

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場
▼

フ
ォ
ン
テ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
１
階
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
付
近

＊
14
歳
以
下
の
か
た
が
申
請
す
る
場
合

は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

＊
ご
自
分
で
申
請
さ
れ
る
か
た
に
は
、

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
が
付
い
た
申
請

書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

　

市
民
課
☎(

８
８
８)

５
７
１
７　

　

地
域
代
表
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
な
ど
に
よ

る
、
学
校
適
正
配
置
に
関
す
る
地
域
協

議
を
各
地
域
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
協
議
の
第
３
段
階
で
あ
る
学
校

統
合
準
備
委
員
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
の
で
、
傍
聴
希
望
の
か
た
は
、
直

接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

先
着
順
で
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は

入
場
を
制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

広
面
小･

太
平
小･

下
北
手
小
の
第
２
回

学
校
統
合
準
備
委
員
会
▼

７
月
６
日
(水)
午

後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分
、
東
部
市
民

Ｓ
Ｃ
で

●
問
い
合
わ
せ　

学
校
適
正
配
置
推
進

室
☎(

８
８
８)

５
８
１
２

　

来
年
３
月
オ
ー

プ
ン
予
定
の
、
県

指
定
有
形
文
化
財

｢

旧
松
倉
家
住
宅

(

旭
南
二
丁
目)｣

の

指
定
管
理
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
要
件･

日
程
な
ど
、
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
３
４
９
５
５

●
問
い
合
わ
せ

　

文
化
振
興
課
☎(

８
８
８)

５
６
０
７

文中の｢広報ID番号｣を、秋田市ホームページ上の
検索画面(右)に入力すると当該ページへ移行します 市外局番＝☎018 ８

●文中の｢SC｣はサービスセンターの略

市役所からのお知らせ

学
校
適
正
配
置
の
地
域
協
議

を
開
催
し
て
い
ま
す

＊�

掲
載
し
た
催
し
な
ど
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
中
止･

変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
実
施
の
有
無
に
つ

い
て
は
、
事
前
に
主
催
者
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
会
場
で
は
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど

を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
実
施

市
税
の
納
付
に
は
便
利
な

口
座
振
替
の
ご
利
用
を
！

｢

旧
松
倉
家
住
宅｣

の
指
定
管

理
者
を
募
集

緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
に

ご
応
募
く
だ
さ
い
！

７
月
11
日
(月)
▼

20
日
(水)

夏
の
交
通
安
全
運
動

改修中の旧松倉家住宅



９ 　広報あきた　2022年７月１日号

 【
期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

６
月
23
日
か
ら
開
設
中

▼

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

(

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時)

次
の
施
設
は
７
月
３
日
(日)
か
ら 

▼

北
部･

西
部
の
各
市
民
Ｓ
Ｃ

(

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時) 

▼

河
辺･

雄
和
の
各
市
民
Ｓ
Ｃ
、

   

岩
見
三
内･

大
正
寺
の
各
連
絡
所

(

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時) 

▼

秋
田
駅
西
口
ぽ
ぽ
ろ
ー
ど
、

   

イ
オ
ン
モ
ー
ル
秋
田
２
階

(

午
前
10
時
〜
午
後
８
時)

 【
投
票
所
が
変
わ
り
ま
す
】

▼

大
平
台
地
区
の
か
た
の
投
票
所
が｢

桜

小
学
校｣

か
ら｢

上
北
手
大
戸
公
民
館｣

に
変
わ
り
ま
す
。

▼

第
８
投
票
区(

茨
島･

卸
町)

の
投
票
所
が

｢

の
び
の
び
こ
ど
も
園｣

か
ら｢

秋
田
卸

セ
ン
タ
ー
別
館｣

に
変
わ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

秋
田
市
選
挙
管
理
委

員
会
☎(

８
８
８)

５
７
８
６

　

八
橋
の
市
保
健
所
内
に
あ
る
医
療
安

全
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
用
電
話
と

面
接(

要
予
約)

で
医
療
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

◆
相
談
専
用
電
話
▼(

８
８
３)

１
２
２
９

平
日
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

４
時(

相
談
員
が
不
在
の
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い)

。

こ
ん
な
時
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

▼

市
内
の
医
療
機
関
で
受
け
た
治
療
や
説

明
に
関
す
る
疑
問
や
不
安 

▼

医
師
や
看

護
師
な
ど
の
対
応
に
関
す
る
こ
と 

▼

無

資
格
者
に
よ
る
医
療
行
為
に
関
す
る
こ

と 

▼

医
療
機
関
の
清
潔
保
持
に
関
す
る

こ
と 

▼

医
療
安
全
の
相
談
に
対
応
で
き

る
医
療
機
関
や
団
体
の
紹
介

相
談
の
際
は
ご
留
意
く
だ
さ
い

▼

医
療
機
関
と
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
当
事

者
間
で
の
話
し
合
い
に
よ
る
解
決
が
原

則
で
す 
▼

医
療
機
関
と
の
紛
争
の
仲
介

や
、
調
停
は
行
い
ま
せ
ん 

▼

診
療
行
為

の
是
非
や
過
失
の
有
無
、
検
査
や
治
療

の
必
要
性
な
ど
の
判
断
は
で
き
ま
せ
ん 

▼

医
療
機
関
へ
の
調
査･
指
導
は
で
き
ま

せ
ん 

▼

医
療
費(

診
療
報
酬)
の
内
容
に
関

す
る
疑
問
は
、
医
療
機
関
に
直
接
お
尋

ね
く
だ
さ
い 

▼

市
内
の
医
療
機
関
が
対

象
で
す 

　

ブ
ロ
ッ
ク
や
石
な
ど
で
造
ら
れ
た
塀

は
、
年
数
と
と
も
に
老
朽
化
し
、
ひ
び

割
れ
た
り
欠
け
た
り
す
る
ほ
か
、
塀
の

傾
斜
な
ど
が
生
じ
ま
す
。
倒
壊
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
日
頃
か
ら
点
検
を

行
い
、
異
常
が
あ
る
場
合
は
、
補
強
工

事
や
撤
去
な
ど
の
安
全
対
策
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

点
検
に
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る｢

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト｣

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
１
９
５
７
２

◆
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

　

除
却
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

　

小
学
校
の
通
学
路
に
面
す
る
危
険
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
除
却
工
事
に
対
し
、

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

右
記
ID
番
号
と

同
じ)

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

対
象
▼

小
学
校
の
通
学
路
に
面
す
る
倒
壊

の
危
険
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ

ク
塀
な
ど
の
所
有
者
で
、
市
税
の
滞
納

が
な
い
か
た
な
ど

補
助
金
額
▼

除
却
工
事
費
の
３
分
の
２

(

千
円
未
満
切
り
捨
て
、
上
限
20
万
円)

●
問
い
合
わ
せ　

　

建
築
指
導
課
☎(

８
８
８)

５
７
６
９

　

里
帰
り
出
産
や

入
院
な
ど
一
時
的

に
県
外
に
滞
在

し
、
滞
在
先
の
医

療
機
関
で
定
期
予
防
接
種(

お
子
さ
ん
の

四
種
混
合
や
Ｂ
型
肝
炎
、
高
齢
者
の
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
な
ど)

を
受
け
る
場
合

は
、
市
が
発
行
す
る｢

予
防
接
種
実
施
依

頼
書｣

が
必
要
で
す
。

　

依
頼
書
の
発
行
ま
で
２
週
間
程
か
か

り
ま
す
の
で
、
手
続
き
は
お
早
め
に
お

願
い
し
ま
す
。

接
種
費
用
▼

一
旦
全
額
を
自
己
負
担
で
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
申
請
に

よ
り
、
市
の
定
め
る
額
の
範
囲
内
で
助

成
し
ま
す

申
請
方
法
▼

市
保
健
所
健
康
管
理
課(

八

橋)

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
同
課
へ

お
持
ち
に
な
る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
０
５
５
７
９

●
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
管
理
課
☎(

８
８
３)

１
１
７
９

　

８
月
28
日
(日)
に
行
わ
れ
る
予
定
の
、

秋
田
駅
西
北
地
区
の
土
地
区
画
整
理
審

議
会
委
員
選
挙
の
選
挙
人
名
簿
を
お
見

せ
し
ま
す
。

縦
覧
期
間(

土･

日
、
祝
日
も
縦
覧
で
き

ま
す)

７
月
12
日
(火)
か
ら
７
月
25
日
(月)
ま
で
、

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

縦
覧
場
所

秋
田
駅
東
地
区
土
地
区
画
整
理
工
事
事

務
所(

手
形
字
山
崎
44
番
地
３)

●
問
い
合
わ
せ　

秋
田
駅
東
地
区
土
地
区

画
整
理
工
事
事
務
所
☎(

８
３
４)

２
２
０
４

秋
田
駅
西
北
地
区
区
画
整
理
の

選
挙
人
名
簿
を
お
見
せ
し
ま
す

医
療
安
全
支
援
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

倒
壊
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

７
月
10
日
(日)
は
参
議
院
議

員
選
挙
の
投
票
日
！

▶期日前投票の際は、入場券裏面の｢宣誓書｣に
必要事項を記入してお持ちください

投票は
マスクして♪

期日前投票は７月９日(土)まで

県
外
で
の
予
防
接
種
は

依
頼
書
が
必
要
で
す



◆
秋
田
市
で
実
施
す
る
、
大
腸
が
ん･

前

立
腺
が
ん
検
診
の
実
施
医
療
機
関
が

追
加
に
な
り
ま
し
た

　
▼

お
お
く
ぼ
脳
神
経･

　
　
　
　
　
　
　
　

頭
痛
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

対
象
年
齢
や
料
金
な
ど
に
つ
い
て
は

５
月
に
全
戸
配
布
し
た
秋
田
市
健
診
ガ

イ
ド
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

保
健
予
防
課
☎(
８
８
３)

１
１
７
６

　

｢

子
ど
も
の
福
祉
医
療
制
度｣｢

障
が
い

児(

者)

の
福
祉
医
療
制
度｣

の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
か
た
は
、
申
請
す
る
と｢

福

祉
医
療
費
受
給
者
証｣

が
交
付
さ
れ
、

診
療
の
際
に
受
給
者
証
と
健
康
保
険
証

を
一
緒
に
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と

で
、
保
険
診
療
の
自
己
負
担
分(

１
〜
３

割)

が
助
成
さ
れ
ま
す
。

◆
申
請
と
変
更
手
続
き
の
窓
口

①
子
ど
も
の
福
祉
医
療
制
度
は

　

子
ど
も
総
務
課(

市
役
所
２
階)

☎(

８
８
８)

５
６
９
１

Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
８
８)

５
６
９
３

②
障
が
い
児(
者)

の
福
祉
医
療
制
度
は

　

障
が
い
福
祉
課(
市
役
所
１
階)

☎(
８
８
８)

５
６
６
３

Ｆ
Ａ
Ｘ(
８
８
８)

５
６
６
４

＊
①
②
と
も
各
市
民
Ｓ
Ｃ(
中
央･

東
部･

南
部
別
館
を
除
く)

、
駅
東
Ｓ
Ｃ
で
も

受
け
付
け
ま
す
。
①
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の｢

秋
田
市
電
子
申
請･
届
出

サ
ー
ビ
ス｣

か
ら
電
子
申
請
の
手
続
き

も
可
能
で
す
。

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
２
６
５
３
５

①
子
ど
も
の

　

福
祉
医
療
制
度
の
対
象

▼
０
歳(

全
員)

…
入
院･

通
院
医
療
費
を

全
額
助
成
し
ま
す
。
所
得
確
認
あ
り

▼
１
〜
６
歳(

全
員)

…
入
院･

通
院
医
療

費
を
助
成
し
ま
す
。
所
得
確
認
あ
り

▼
小･

中
学
生
…
入
院･

通
院
と
も
に
所

得
制
限
あ
り

＊
お
子
さ
ん
が
１
歳
以
上
で
市(

区
町
村)

民
税
所
得
割
が
課
税
さ
れ
て
い
る
世

帯
は
、
自
己
負
担
額
の
半
額
を
お
支

払
い
い
た
だ
き
ま
す
。
０
歳
の
お
子

さ
ん
は
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
自
己
負
担
は
、
医
療
機
関(

入
院･

通

院
そ
れ
ぞ
れ)

や
薬
局
ご
と
に
月
額

１
千
円
が
上
限
で
す
。

▼
ひ
と
り
親
家
庭
、
父
母
が
い
な
い
家

庭
、
父
か
母
が
重
度
の
身
体
障
害
者

手
帳
を
お
持
ち
の
家
庭
…
18
歳
ま
で

の
お
子
さ
ん(

18
歳
に
達
す
る
日
以
後

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で)

が
対
象
で

す
。
所
得
制
限
あ
り
。
お
子
さ
ん
が

就
職
な
ど
で
、
社
会
保
険
本
人(

※)

に

な
る
と
該
当
し
ま
せ
ん

②
障
が
い
児(

者)

の

　

福
祉
医
療
制
度
の
対
象

▼
重
度
心
身
障
が
い
児(

者)

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
か
療
育

手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
か
た
。
社
会
保

険
本
人(

※)

は
所
得
制
限
あ
り

▼
高
齢
身
体
障
が
い
者

　

65
歳
以
上
で
身
体
障
害
者
手
帳
４
〜

６
級
を
お
持
ち
の
か
た
。
所
得
制
限

あ
り
。
社
会
保
険
本
人(

※)

は
該
当
し

ま
せ
ん

※
＝
秋
田
市
国
民
健
康
保
険
、
国
民
健
康

保
険
組
合
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
以

外
の
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
こ
と

◆
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新
に

　

必
要
な
書
類
を
お
送
り
し
て
い
ま
す

　

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
は
、
毎
年
８

月
１
日
に
更
新
さ
れ
ま
す
。
次
の
と
お

り
該
当
す
る
か
た
に
、
そ
れ
ぞ
れ
届
出

書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

届
出
書
を
期
限
ま
で
に
提
出
し
た
場

合
、
７
月
下
旬
に
支
給
判
定
結
果
を
お

知
ら
せ
し
ま
す(

受
給
対
象
者
に
は
新
し

い
受
給
者
証
を
同
封
し
ま
す)

。

▼
該
当
す
る
内
容
と
送
付
し
た
書
類

　

｢

乳
幼
児･

小
中
学
生｣

の
制
度
に
該
当

し
、
所
得
確
認
が
必
要
な
か
た

→
税
情
報
等
確
認
届

　

｢

ひ
と
り
親
家
庭
等｣

の
か
た
→
現
況
届

　

｢

障
が
い
児(

者)｣

の
か
た→

更
新
申
請
書

◆
新
規
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

新
た
に
受
給
者
証
を
申
請
す
る
場
合

は
、
対
象
が｢

乳
幼
児･

小
中
学
生｣

の
か

た
は
７
月
４
日
(月)
か
ら
、
そ
れ
以
外
の

か
た
は
７
月
11
日
(月)
か
ら
、
上
記
の
子

ど
も
総
務
課
ま
た
は
障
が
い
福
祉
課
で

受
け
付
け
ま
す
。

＊
令
和
３
年
度
に
所
得
制
限
を
超
え
た

た
め
該
当
し
な
か
っ
た
か
た
で
も
、

申
請
に
よ
り
今
年
度
は
該
当
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

＊
ひ
と
り
親
家
庭
の
か
た
で
、｢

乳
幼
児

･

小
中
学
生｣

の
福
祉
医
療
制
度(｢

対

象
区
分
お
よ
び
負
担
者
番
号｣

の
上
２

桁
が｢

74｣)

を
お
持
ち
の
か
た
は
、
申

請
に
よ
り｢

ひ
と
り
親
家
庭｣

の
制
度

に
切
替
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

10文中の｢広報ID番号｣を、秋田市ホームページ上の
検索画面(右)に入力すると当該ページへ移行します 市外局番＝☎018

●文中の｢SC｣はサービスセンターの略

市役所からのお知らせ

医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
助

成
さ
れ
る
福
祉
医
療
費
受
給

者
証
の
申
請
を
し
ま
し
ょ
う

　
日
々
の
食
事
は
、
あ
な

た
を
つ
く
る
大
切
な
栄
養

源
。
お
腹
を
満
た
す
だ
け

じ
ゃ
な
い
！

｢

こ
こ
一
番
と
い
う
と
き
に

心
と
か
ら
だ
に
パ
ワ
ー
を

く
れ
る
！｣

、｢

迷
っ
た
と

き
に
〝
そ
っ
と
〟
背
中
を
押
し
て
く
れ

る｣

。
そ
ん
な
元
気
の
出
る
お
す
す
め
レ

シ
ピ
を
、
食
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

◆
第
一
弾
は
、
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ

ネ
ッ
ツ
の
選
手
が
登
場
！

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
、
上
記
コ
ー
ド
か

ら
ど
う
ぞ◆広

報
ID
番
号 

１
０
３
４
１
０
４

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
予
防
課
☎(

８
８
３)

１
１
７
８

健
康
と
栄
養
に
関
す
る
情
報
を
発
信

〝
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
〟

始
め
ま
し
た
！

エールごはん
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応
募
資
格
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
広
報
ID
番
号

　

週
３
日
勤
務
＝
１
０
２
３
２
１
９

　

週
６
日
勤
務
＝
１
０
２
３
２
０
６

●
問
い
合
わ
せ　

　

子
ど
も
育
成
課
☎(

８
８
８)
５
６
９
４

　

市
に
申
し
出
が
あ
っ
た
社
会
福
祉
法

人
が
提
供
し
て
い
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
料
が
軽
減
さ
れ
る｢

社
会
福
祉
法
人

利
用
者
負
担
軽
減
確
認
証｣

の
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
、
確
認
証
を
お
持
ち
の

か
た
は
、
７
月
31
日
(日)
で
期
限
が
切
れ

ま
す
の
で
再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

対
象
▼

①
〜
⑥
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

し
、
収
入
や
世
帯
状
況
、
利
用
者
負
担

な
ど
を
勘
案
し
、
生
計
が
困
難
で
あ
る

と
市
が
認
め
た
か
た
。
軽
減
割
合
は
、

利
用
者
負
担
額
の
25
％(

老
齢
福
祉
年
金

受
給
者
は
50
％)

で
す
。

①
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税

②
年
間
収
入
が
単
身
世
帯
で
150
万
円(

世

帯
員
が
１
人
増
え
る
ご
と
に
50
万
円

を
加
算)

以
下

③
預
貯
金
な
ど
の
額
が
、
単
身
世
帯
で

350
万
円(

世
帯
員
が
１
人
増
え
る
ご
と

に
100
万
円
を
加
算)

以
下

④
日
常
生
活
に
供
す
る
資
産(

住
居
な
ど)

以
外
に
活
用
で
き
る
資
産
が
な
い

⑤
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
な
ど
に
扶
養

さ
れ
て
い
な
い(

所
得
税
や
市
町
村
民

税
の
扶
養
控
除
対
象
者
と
な
っ
て
い

な
い
こ
と)

⑥
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い

 【
軽
減
対
象
】
　

※
＝
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
を
含
む

在
宅
サ
ー
ビ
ス
…
訪
問
介
護
、
通
所
介

護
お
よ
び
地
域
密
着
型
通
所
介
護
、
短

期
入
所
生
活
介
護(

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ)

(
※)

、
定
期
巡
回･

随
時
対
応
型
訪
問
介

護
看
護
、
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
、
認

知
症
対
応
型
通
所
介
護(

※)

、
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護(

※)

、
看
護
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
、
介
護
予
防･

日
常
生

活
支
援
総
合
事
業

施
設
サ
ー
ビ
ス
…
介
護
老
人
福
祉
施
設

お
よ
び
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施

設(

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム)

＊
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
か
た
の

場
合
は
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
短
期
入

所
生
活
介
護(

※)

と
施
設
サ
ー
ビ
ス
の

介
護
老
人
福
祉
施
設
お
よ
び
地
域
密

着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
利
用
が
対

象
と
な
り
、
居
住
費(

滞
在
費)

の
全
額

を
軽
減
し
ま
す
。

申
請
方
法
▼

介
護
保
険
課(

市
役
所
２
階)

に
あ
る
申
請
書(

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可)

、
課
税
状
況
の
調

査
へ
の
同
意
書(

世
帯
全
員
の
同
意
と
自

署
が
必
要)

、
収
入
状
況
等
申
告
書
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
収
入･

資
産･

預
貯

金･

扶
養
状
況
を
確
認
で
き
る
書
類
と
一

緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
０
４
７
９
９

●
問
い
合
わ
せ
　

　
介
護
保
険
課
☎(

８
８
８)

５
６
７
４

　

令
和
４
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
免

除
申
請
を
７
月
１
日
(金)
か
ら
受
け
付
け

ま
す
。
国
民
年
金
に
は
、
所
得
の
減
少

や
失
業
な
ど
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
と
き
に
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
免
除

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
に
は
、｢

全
額
免
除｣｢

４
分
の
３

免
除｣｢

半
額
免
除｣｢

４
分
の
１
免
除｣

が

あ
り
、
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前

年
所
得
で
審
査
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
50

歳
未
満
の
か
た(

学
生
を
除
く)

が
対
象
の

｢

納
付
猶
予
制
度｣

も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
か
た
に

は
、
臨
時
的
免
除
申
請
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

免
除
申
請
な
ど
が
承
認
さ
れ
る
と

▼
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
年
金
を
受
け

る
た
め
の
資
格
期
間(

10
年)

に
入
り
ま

す
。
一
部
免
除
は
、
そ
の
保
険
料
を

納
付
す
る
と
資
格
期
間
に
入
り
ま
す

(

障
害
基
礎
年
金
の
要
件
で
あ
る
納
付

済
期
間
に
も
入
り
ま
す)

。

▼
免
除･

猶
予
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料

は
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
後
で
納
め
る

(

追
納)

こ
と
が
で
き
、
納
め
た
分
は
年

金
受
給
額
に
反
映
し
、
計
算
さ
れ
ま

す(

３
年
目
以
降
の
分
を
追
納
す
る
場

合
、
当
時
の
保
険
料
に
一
定
額
が
加

算
さ
れ
ま
す)

。

＊
学
生
を
対
象
と
し
た
、｢

学
生
納
付
特

例｣

も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

免
除
の
申
請
窓
口(

平
日
の
み)

国
保
年
金
課(

市
役
所
１
階)

、
市
民
Ｓ
Ｃ

(

中
央･

東
部･

南
部
別
館
を
除
く)

、
駅
東

Ｓ
Ｃ
、
岩
見
三
内･

大
正
寺
の
各
連
絡
所

申
請
に
必
要
な
も
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号

が
わ
か
る
も
の
、
本
人
確
認
書
類(

マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど)

。
失
業
や
災
害

な
ど
が
理
由
の
か
た
は
、
そ
の
証
明
書

類(

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証･

離
職
票･

罹り

災
証
明
書
な
ど)

＊
申
請
日
か
ら
原
則
２
年
１
か
月
前
ま

で
遡

さ
か
の
ぼ

っ
て
申
請
で
き
ま
す
。
申
請
は

年
度
単
位
。
保
険
料
の
年
度
区
分
は

７
月
〜
次
の
年
の
６
月
で
す
。

＊
審
査
結
果
は
、
申
請
か
ら
２
〜
３
か

月
後
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
通
知
書

が
送
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
秋
田

年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
☎(

８
６
５)

２
３
９
２

●
問
い
合
わ
せ
　

　
国
保
年
金
課
☎(

８
８
８)

５
６
３
３

児
童
館
な
ど
に
勤
務
す
る

児
童
厚
生
員
を
募
集
し
ま
す

社
会
福
祉
法
人
利
用
者
負
担

軽
減
確
認
証
の
申
請
を

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

令和４年６月１日現在〈令和２年国勢調査の結果を反映した数値〉

１年前の人口▶306,085人303,821人(-45)…男▶143,533人(-11)　女▶160,288人(-34)

５月分…出生▶146人  死亡▶355人  転入▶641人  転出▶477人 世帯数▶138,641(+166)

秋田市
の人口

＊( )内は前月比です。



　　　

計
量
器(

は
か
り)

を
取
引
や
証
明
の
た

め
に
使
用
す
る
か
た
は
、
計
量
法
の
規

定
に
よ
り
定
期
検
査
が
必
要
で
す
。
２

年
に
１
回
の
定
期
検
査
を
必
ず
受
け
て

く
だ
さ
い
。

＊
こ
の
検
査
は
、
秋
田
市
の
指
定
定
期

検
査
機
関
で
あ
る
一
般
社
団
法
人
秋

田
県
計
量
協
会
が
行
い
ま
す
。

検
査
対
象
と
な
る
計
量
器
の
用
途

①
商
店
な
ど
で
量
り
売
り
に
使
用
さ
れ

る
も
の

②
学
校
、
病
院
な
ど
で
記
録
、
証
明
に

使
用
さ
れ
る
も
の

12文中の｢広報ID番号｣を、秋田市ホームページ上の
検索画面(右)に入力すると当該ページへ移行します 市外局番＝☎018

●文中の｢SC｣はサービスセンターの略

市役所市役所からのからのお知らせお知らせ

＊
計
量
器
が
、
検
査
対
象
か
不
明
の
場

合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

検
査
手
数
料

■

ば
ね
は
か
り(

１
器
に
つ
き)

＝
500
円(

100
㎏
以
下)

■

電
気
式
は
か
り(

１
器
に
つ
き)

＝
１
千
400
円(

100
㎏
以
下)

■

分
銅･

お
も
り(

１
個
に
つ
き)

＝
10
円

地
区
ご
と
の
検
査
日
程

＊
日
程
の
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、

他
の
地
区
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
公
設
地
方
卸
売
市
場

７
月
14
日
(木)
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分
、
同
卸
売
市
場
で
行
い
ま
す

▼

②
③
の
会
場
は
東
部
市
民
Ｓ
Ｃ

②
濁
川･

添
川･

仁
別･

山
内･

旭
川

７
月
15
日
(金)
午
前
10
時
〜
正
午

③
広
面･
柳
田･
下
北
手･

太
平

７
月
15
日
(金)
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼

④
〜
⑩
の
会
場
は
北
部
市
民
Ｓ
Ｃ

④
金
足･

下
新
城･

上
新
城

７
月
19
日
(火)
午
前
10
時
〜
正
午

⑤
飯
島

７
月
19
日
(火)
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

⑥
寺
内

７
月
20
日
(水)
午
前
10
時
〜
正
午

⑦
将
軍
野･

土
崎
港(

東)

７
月
20
日
(水)
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

⑧
土
崎
港(

西･

南･

北)

７
月
21
日
(木)
午
前
10
時
〜
正
午

⑨
外
旭
川

７
月
21
日
(木)
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

⑩
土
崎
港(

中
央･

相
染)

７
月
22
日
(金)
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

▼

⑪
⑫
の
会
場
は
南
部
市
民
Ｓ
Ｃ

⑪
大
住･

仁
井
田

８
月
８
日
(月)
午
前
10
時
〜
正
午

⑫
御
野
場･

御
所
野･

四
ツ
小
屋･

上
北
手

８
月
８
日
(月)
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

⑬
雄
和

８
月
18
日
(木)
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30

分
、
雄
和
市
民
Ｓ
Ｃ
で
行
い
ま
す

⑭
河
辺

８
月
19
日
(金)
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30

分
、
河
辺
市
民
Ｓ
Ｃ
で
行
い
ま
す

▼

⑮
〜
⑰
の
会
場
は
西
部
市
民
Ｓ
Ｃ

⑮
下
浜

９
月
１
日
(木)
午
前
10
時
〜
正
午

⑯
勝
平･

向
浜

９
月
１
日
(木)
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

⑰
新
屋･

浜
田･

豊
岩

９
月
２
日
(金)
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

●
問
い
合
わ
せ
　
秋
田
市
計
量
検
査
所

☎(

８
８
８)

５
６
４
９

　

海
外
で
の
商
談
や
海
外
展
開
を
目
的

と
し
た
国
内
外
で
開
催
さ
れ
る
見
本

市
、
オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
会
、
海
外
Ｅ
Ｃ

モ
ー
ル
な
ど
へ
出
展
す
る
市
内
の
企
業

へ
補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

交
付
の
可
否
は
審
査
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。
申
請
は
７
月
29
日
(金)
ま
で
。
要

件
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
０
７
１
１
５

補
助
内
容

イ
ベ
ン
ト･

フ
ェ
ア
の
出
展
や
商
談
の
経

費
、
オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
会
参
加
費
、
コ

ン
テ
ナ
輸
送
費
な
ど
に
か
か
る
経
費
の

２
分
の
１
。
上
限
40
万
円

●
問
い
合
わ
せ　

商
工
貿
易
振
興
課

☎(

８
８
８)

５
７
３
０

　

市
有
地
を
次
の
と

お
り
一
般
競
争
入
札

に
よ
り
売
却
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
１
６
４
２
２

土
地
の
所
在
／
面
積
／
最
低
入
札
価
格

①
御
所
野
元
町
三
丁
目
13
番
５

　
　
　
　
　

／
260･

90
㎡
／
814
万
１
千
円

②
土
崎
港
相
染
町
字
沖
谷
地
１
番
３

　
　
　
　
　

／
434･

61
㎡
／
956
万
２
千
円

入
札
日
時
▼

８
月
５
日
(金)
午
前
10
時
〜

入
札
会
場
▼

市
役
所
５
階
会
議
室
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Ａ
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４
３
９
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を
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し
ょ
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販
路
の
開
拓･

拡
大
を

支
援
し
ま
す

一
般
競
争
入
札
で

市
有
地
を
売
却

　秋田市在住の嵯峨兼信さんから、秋
田杉の再造林に役立てて欲しいと100万
円を寄付していただきました。

農地森林整備課☎(888)5739

６月３日の贈呈式。穂積市長の右が嵯峨さん。

寄付ありがとうございます寄付ありがとうございます

①御所野元町三丁目



13　広報あきた　2022年７月１日号

　後期高齢者医療制度の被保険者証を、７月下旬に簡易書留でお送りします(色はねずみ色)。自己負
担割合は令和３年中の所得で改めて判定しているため、今までと違う場合があります。

問い合わせ▶後期高齢医療課☎(888)5638

　金額は令和３年中の所得などをもとに算定し、年額保険料は所得割額(加入者の所得に応じた分)と
均等割額(一律43,310円)の合算で、上限額が66万円(100円未満切り捨て)です。

■ 均等割額の軽減

■ 後期高齢者医療制度に加入する前日まで、健康保険の被扶養者だったかた(国保･国保組合の加入者は
除く)の軽減▶所得割額０円および制度開始後２年間に限り均等割額22,155円

令
和
４
年
度
の
保
険
料
軽
減

※給与･年金所得者とは、世帯
の被保険者または世帯主で、
次の①か②を満たすかた。

①給与収入が55万円以上
②公的年金などの収入金額が、

64歳以下は60万円以上。
65歳以上は125万円以上

　医療費などが自己負担限度額までの支払いになる｢限度額適用･標準負担額減額認定証｣と｢限度額適
用認定証｣の有効期限は7月31日(日)です。継続となるかたへ、認定証を被保険者証と一緒にお送りしま
す。新たな対象者には、６月下旬以降に申請書をお送りしています。同封する封筒でご返信ください。

■
所
得
区
分
ご
と
の
自
己
負
担
限
度
額

＊表中の〈 〉内は直近12か月で４回以上支給された場合の４回目以降の額。

後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度

所得の低いかたなどは、被保険者の総所得額などに応じて保険料を次のとおり軽減しています 

今年度は被保険者証を今年度は被保険者証を２回２回お送りします。(10月から有効の被保険者証は９月に郵送予定)お送りします。(10月から有効の被保険者証は９月に郵送予定)

８月８月からから９月30日９月30日まで有効の被保険者証を ７月下旬にお送りしますまで有効の被保険者証を ７月下旬にお送りします

｢保険料額決定通知書･納入通知書｣は７月中旬にお送りします②

①

　制度改正により10月１日から自己負担割合｢２割｣が新設されます。これに伴い、今年度
は加入されているすべてのかたに10月１日から有効の被保険者証をお送りします。

｢限度額適用･標準負担額減額認定証｣｢限度額適用認定証｣をお持ちのかたへ③



会場▶母子健康手帳別冊に記載した協
力医療機関　
★１歳６か月･３歳児健診(小児科･歯科)
医療機関での個別健診です。８月の
対象は、令和３年１月生まれ(１歳７
か月)、平成31年２月生まれ(３歳６
か月)です。受診券を７月末までに個
別に郵送します。

★子育てナビゲーターの巡回相談
妊婦さんや就学前のお子さんがいる
ご家庭を対象に、子育ての悩みや保
育所入所などの相談に応じます。
会場と相談日(時間は10:00〜12:00)
中央子育て交流ひろば▶７月12日(火)
子ども広場▶７月20日(水)
北部子育て交流ひろば▶７月28日(木)
問▶子ども未来センター☎(887)5340
★育児相談　保健師、栄養士、歯科
衛生士が個別相談に応じます。
対象▶乳幼児と保護者　
日時▶７月21日(木)9:00〜12:00　

会場▶市保健所(八橋)　先着▶３組　
申込▶子ども健康課☎(883)1174
＊電話相談は随時お受けします。
★ネウボラ土曜窓口　面接(約20分)
した妊婦さんには、お祝いのプチギ
フトをさしあげます。対象の妊婦さ
ん▶妊娠届を提出するかた、ネウボ
ラ以外で妊娠届を提出したかた、転
入したかた(ネウボラでの面接がまだ
のかた)　日時▶７月23日(土)9:00〜
12:00　会場▶市保健所(八橋)　
申込▶秋田市版ネウボラ☎(883)1175

手作りおもちゃやふれあい遊びなど、
すぐに実践できる遊びを学びます。
対象▶主任児童委員、親子のつどい代
表者、子育て支援団体代表者、ファ
ミリーサポートセンター協力会員、
子ども未来センター子育てボラン
ティアなど　
日時▶７月27日(水)10:00〜12:00
会場▶アルヴェ４階洋室C　定員▶15人

申込▶子ども未来センター
☎(887)5340

太字のかっこ内はお子さんの対象。
問い合わせ先の◎は各地区の主任児
童委員さんの印です。
★とんとんクラブ(就学前)　
７月11日(月)10:00〜11:30、下北
手児童センターで。水遊び♪
問▶◎伊藤さん☎090-6683-1727
★このゆびとまれ！(就園前)　
７月19日(火)10:00〜12:00、明徳
児童センターで。ミニ縁日♪
問▶◎田中さん☎080-8218-0929
★おおすみキッズ(就園前)　
７月21日(木)10:00〜12:00、大住
児童館で。しゃぼん玉とばそ♪
問▶◎小松さん☎(839)5189
★あおぞらキッズ(就学前)　７月24
日(日)10:00〜11:30、外旭川児童セ
ンターで。先着10組。中学生と遊ぼ
う。申込▶◎斉藤さん☎(868)5301
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市外局番＝☎018
＊スペースの都合などにより、｢育児コーナー｣に掲載依頼があったすべてを
掲載できない場合があります。ご了承ください。

｢※｣印＝各市民SC内の施設が会場です。申込時にご確認ください

　　＝要申込の催しで、申込開始日です申親 子 で 遊 ぼ う ！

中央子育て交流ひろば

☎(888)5652
７/14(木)10:30〜10:45 申 ７/ ５(火) ９:00〜

おはなしポケット
(就学前)※

大型絵本とエプロンシア
ターを楽しもう／先着７組

子ども未来センター
☎(887)5340

おはなし会(就学前)

いちご･バナナるーむ(就学前)※ 英語であそぼう！／先着８組西部子育て交流ひろば☎(826)9007 申 ７/ ７(木) ９:00〜７/13(水)10:30〜11:00

ぽかぽか工作(就学前)※ うちわを作ろう！／先着10組南部子育て交流ひろば☎(838)1216 申 ７/12(火) ９:00〜７/20(水)10:30〜11:00

上記コードから
アクセスを

７/12(火)10:30〜11:00 絵本の読み聞かせ

催し(お子さんの対象) 内　容　／　定　員 日　　時会　　場

ぴょんぴょん広場
(１歳７か月〜就学前)

親子で一緒にフラダンス
／先着各12組

７/14(木)①10:15〜 ②10:50〜 
申 ７/ ６(水)10:00〜

よちよち広場
(７か月〜１歳６か月)

マスコットシアター｢カッパ｣
　　　　　　／先着各12組

７/21(木)①10:15〜 ②10:50〜 
申 ７/13(水)10:00〜

ぱるぱる工作(就学前)※
親子で工作遊びを楽しもう

／先着各８組

東部子育て交流ひろば

☎(853)1082

おはなしの部屋(就学前) ７/ ７(木)10:15〜10:30 絵本の読み聞かせ／当日先着５組

７/19(火)①10:00〜 ②10:30〜 
申 ７/ ６(水)９:00〜

ころんころんタイム(０〜２歳) エプロンシアター／当日先着15組北部子育て交流ひろば☎(893)5985 ７/12(火)10:30〜10:50

ぐんぐん〜身体測定〜(就学前) 記録カードもあるよ雄和子育て交流ひろば☎(886)5530 ７/13(水)９:30〜11:30

フォンテ文庫
☎(893)6167

おはなし会(２〜６歳) ７/ ９(土)11:30〜12:00 大きな絵本や紙芝居など／当日先着10組

パンダのえほん修理屋さん(どなたでも) ７/16(土)10:30〜12:00 破損した絵本の修理

おさるのぱっくん作り／当日先着７組 ７/16(土)11:30〜12:00作ってあそぼう工作会(２歳〜小２)

河辺子育て交流ひろば

☎(882)5146

おはなしはっぴぃタイム(就学前) 季節の歌や手遊び、絵本／当日先着10組 ７/12(火)10:30〜10:45

はっぴぃるーむ(就学前)※ 親子フィットを楽しもう／先着10組 申 ７/ ８(金) 10:00〜７/14(木)10:30〜11:00

育児の相談いろいろ育児の相談いろいろ

子育て支援者研修会子育て支援者研修会

♪地域で育児♪♪地域で育児♪

子ども未来センター



ペアレント･トレーニングは、保護者
が子どもとのより良い関わり方を学
び、日常生活をより穏やかに送れる
ように支援するプログラムです。
対象▶言葉のやりとりができる就学前
のお子さんの親で全日程参加できる
かた　日程(いずれも木曜)▶９月15日
･29日、10月13日･27日、11月10
日･24日、12月15日･22日
時間▶10:00〜11:30　
会場▶アルヴェ４階洋室Ｂ　
定員(抽選)▶５人(託児あり)　
申込▶７月１日(金)から29日(金)までに
子ども未来センター☎(887)5340

対象▶生後６〜11か月のお子さんと
保護者　日時▶７月20日(水)10:00〜
11:00　会場▶東部市民SC２階和室
１･２　先着▶６組　
申込▶７月12日(火)9:00から東部子育
て交流ひろば☎(853)1082

対象▶就学前のお子さんと保護者　
日時▶７月26日(火)10:30〜11:30
会場▶雄和市民SC２階洋室２　
先着▶10組　
申込▶７月４日(月)9:00から雄和子育
て交流ひろば☎(886)5530

幼児期の食事の講話、親子ふれあい
遊び、個別相談など。対象▶２歳から
就学前までのお子さんと保護者　

日時▶７月29日(金)10:00〜11:00
会場▶市老人福祉センター(八橋)３階
会議室　先着▶10組(託児あり)
申込▶７月６日(水)8:30から子ども健
康課☎(883)1174･1175

栄養バランスのとれた保育所給食の
人気メニュー作り♪
対象▶お家で２〜３歳のお子さんを子
育てしている保護者。お子さんもご
一緒にどうぞ(調理中、お子さんは保
育士と一緒に遊んで待ちます)
日時▶８月10日(水)10:00〜12:00　
会場▶南部市民SC　先着▶４組　
申込▶７月11日(月)10:00から河辺保
育所☎(882)3056

対象▶就学前のお子さんの保護者
日時▶７月21日(木)10:30〜11:30　
会場▶河辺市民SC３階和室２･３　
定員▶６人　
申込▶７月13日(水)10:00から河辺子
育て交流ひろば☎(882)5146

対象▶産後６か月頃までの母親(お子
さんもご一緒に)　
日時▶７月29日(金)10:00〜11:30　
会場▶市保健所(八橋)　先着▶５組　
申込▶７月４日(月)8:30から子ども健
康課☎(883)1175

仕上げみがきの個別指導など。
対象▶１〜３歳のお子さん　
日時▶７月28日(木)10:00〜11:30　
会場▶市保健所(八橋)　先着▶６組　
申込▶子ども健康課☎(883)1174

風邪や感染性の病気にかかっていると
きはご遠慮ください。
問▶子ども健康課☎(883)1174
★４･７･10か月児健診　
対象▶４･７･10か月になった日か
ら、それぞれ５か月、８か月、11か
月になる前日までのお子さん　

15

笑顔がいいね

♥
♥

♥ 育児育児  
 コ コーーナナーー！！

＊14･15㌻の催しは、新型コロナウイル
スの影響により中止･変更になる場合
があります。

＊会場では、マスクを着用するなど、感
染予防対策にご協力をお願いします。

申し込み

▶料金の記載がないものは無料　
▶申込方法がないものは直接会場へ　
▶文中｢SC｣はサービスセンターの略　

▶子育て交流ひろばの場所…中央＝市役
所２階、東部･南部･雄和＝各市民SC１
階、西部･北部･河辺＝各市民SC２階　
▶子ども未来センター＝アルヴェ５階
▶子ども広場およびフォンテ文庫＝フォ
ンテAKITA６階

　広報あきた　2022年７月１日号１日号

歯ッピーマウス歯ッピーマウス

検診希望日の１週間前(土･
日、祝日を除く)までに市立
病院医事課へお申し込みくだ
さい。☎(823)4171

(13:30〜15:30)

　市立病院では、来年２月
15日(水)までの毎月第１･第
３水曜に、｢夕暮れ乳がん･子
宮頸がん検診｣を実施してい
ます。お仕事などで日中に来
院できないかたは、ぜひご利
用ください。

＊10月は病院移転予定のため実施
しません。

秋田市に住民票があり、勤務
先などで検診を受ける機会が
ない、来年３月31日時点で
次の年齢の女性
乳がん検診▶40歳以上で偶数歳
子宮頸がん検診▶20〜39歳と
40歳以上の偶数歳

対象

乳がん検診▶17:00〜18:30
子宮頸がん検診▶17:00〜18:00

受付時間

検診料

乳がん検診▶

40〜58歳の偶数歳＝1,000円
60〜74歳の偶数歳＝1,400円
子宮頸がん検診▶

20歳＝2,100円　
21歳＝500円
22〜29歳＝2,100円
30･32･34･36･38歳＝500円
31･33･35･37･39歳＝2,100円
40〜74歳の偶数歳＝2,100円

＊76歳以上のかたは無料です。

夕暮れ夕暮れ
乳がん検診乳がん検診

子宮頸がん検診子宮頸がん検診

産後のママトーク産後のママトーク

子育て応援講座 ペアレント･トレーニング子育て応援講座 ペアレント･トレーニング

親子でベビーヨガ♪親子でベビーヨガ♪

育児講座育児講座｢｢英語であそぼう｣英語であそぼう｣

ぱくぱく元気教室ぱくぱく元気教室

おいしい給食つくっちゃお！おいしい給食つくっちゃお！

ママのリフレッシュタイム｢ヨガ｣ママのリフレッシュタイム｢ヨガ｣

乳幼児健康診査乳幼児健康診査



16市外局番＝☎018

■16･17㌻の催しは、新型コロナウイルスの影響により、中止または変更になる場合があります。
　また会場内ではマスクを着用するなど感染予防にご協力ください。

表彰など▶審査により入賞作品を決定し、上位９賞ま
でを対象に９月４日(日)に表彰式を開催します。上位３
賞の受賞者には、新屋ガラス工房制作の｢オモリントロ
フィー｣を贈呈します

作品提出▶８月1日(月)から７日(日)の10:00〜15:00
に、動物園ビジターセンター公園エリアに直接提出する
か郵送で。提出は１人１点

対象▶小･中学生、特別支援学校生(小･中学部)

　自宅で制作する｢絵画の部｣のみ開催し、｢立体体の部｣
(粘土制作)は行いません。描く動物は大大森山動物園の動
物が対象です。制作の参考ととして、園内での写真撮影
や簡単なスケッチはは可能です(大人は入園料730円が必
要)。詳しくは、市ホームページをご覧ください。

◆広報ID番号 1025309

◆ 大森山動物園

画用紙配布▶７７月16日(土)から24日(日)までの10:00〜
15:00、大森山動物園入園ゲートで。20日(水)から22
日(金)までの9:30〜16:30は、秋田テレビ(八橋)受付ロ
ビーでも配布します。枚数には限りがあります

俳句作品募集俳句作品募集
　雄和地域の観光地など４か所(高尾
山、石巻の清水、華の里、秋田空港)に
設置している投句箱で俳句作品を募集し
ています。備え付けた専用の投句用紙で
10月31日(月)までにご投稿ください。
　投稿された作品は、氏名(雅号)･市町
村名とともに｢投句集｣に掲載し、優れた
作品を優秀句として表彰します。詳しく
は市ホームページをご覧ください。

◆広報ID番号 1008591

審査終了▶12月上旬
句集送付▶来年２月上旬(投稿者全員に送
付します)　

石井露月顕彰｢俳句の里づくり事業｣石井露月顕彰｢俳句の里づくり事業｣

＊入賞者は、入賞楯と句集の発送をもって発表
に代えさせていただきます。

問い合わせ

＊住所、氏名が未記入の投句は無効となります。

問い合わせ▶☎(828)5508 大森山動物園 検索 ➡➡
  〜あきぎんオモリンの森〜〜あきぎんオモリンの森〜◆

第44回市長賞 松田明日夢さんの作品 

はがき、FAX、Eメールのいずれかで、｢サマー
スクール希望｣と明記し、希望日、住所、氏名
(ふりがな)、学校名、学年、電話番号を７月10
日(日)(必着)までにお知らせください。
〒010-1654 浜田字潟端154 大森山動物園　
FAX(828)5509　
Eメール ro-inzo@city.akita.lglg.jp

申し
込み

＊安全確保のため、作業時の保護者同伴はできません。

各15人(定員超の場合は抽選)

大森山動物園で大森山動物園で
飼育体験をしよう！飼育体験をしよう！

小学３年生〜高校生

定員

７月26日(火)･28日(木) 9:30〜15:00日時

対象

参加無料

　秋田市･酒田市の北前船関連施設など
で｢北前船日本遺産構成文化財カード｣を
配布します。秋田市のカード全９種類と
酒田市のカードを一定数集めた参加者を
対象に、両市の特産品が当たる抽選を実
施します。詳しくは、市ホームページを
ご覧ください。

◆広報ID番号 1032996

７月１日(金)▶11月30日(水)
集めて特産品を手に入れよう！集めて特産品を手に入れよう！

 【カード配布場所(秋田市)】 【カード配布場所(秋田市)】

きららとしょかん雄和図書館☎(886)2853

問い合わせ
秋田･酒田交流事業実行委員会(観光振興課内)☎(888)5602

① 八 橋 地 区 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン
ター、②秋田城跡歴史資料館、
③土崎みなと歴史伝承館、④県立博物館、
⑤土崎神明社、⑥雄和ふるさと温泉ユア
シス、⑦セリオン、⑧まちなか観光案内所
◆①〜⑦の施設で８種類のカードを集めた
後、大町の⑧で９枚目をゲットしよう！



　県内外で活躍するガラス作家のアクセサリー約
400点を展示･販売します。
　ガラスという素材が、作家の手で個性的なアク
セサリーに生まれ変わります。お気に入りの作品
を見つけて、この夏を楽しく過ごしましょう。

日
時

 ７月８日(金)▶18日(月)

問い合わせ▶新屋ガラス工房☎(853)4201

◆12日(火)は休館

　年号が令和に改まってから４年半が経ち、世
の中が目まぐるしい早さで変化しています。こ
のような時だからこそちょっと一息、懐かしさ
に目を向けてみるのもいい
と思います。
　今回はそんな心休まる秋
田市の懐かしいスポットを
紹介します。

＊最新情報は広報広聴課ホームページで。☎(888)5471
　https://www.city.akita.lg.jp ■広報ID番号 1001367

ABS｢こんにちは秋田市から｣
AAB｢いきいき秋田市から｣

AKT｢こんばんは秋田市から｣

＊５分番組は秋田ケーブルテレビでも放送しています。

ABS｢わがまち大好き秋田
市長です｣(手話通訳放送)

エフエム秋田｢秋田市マンデー555｣

ABSラジオ｢秋田市今週のいちネタ｣

エフエム椿台｢午後スタ｣

土 11:40〜 日 11:55〜

木 15:40〜 金 15:40〜

水 22:54〜

７/17 11:40〜11:55日

月 17:55〜
火 10:30〜

水 13:20〜

テ
レ
ビ

ラ
ジ
オ

５
分
番
組

分
番
組

15

15分番組｢わがまち大好き秋田市長です｣
７/17(日)放送▶｢秋田市の懐かしいを再発見｣
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秋田公立美術大学アニメーション作品展

秋
田
公
立

美
術
大
学
の

プ
チ
情
報
コ
ー
ナ
ー

｢  Now Playing ２ ｣｢  Now Playing ２ ｣

10:00〜18:30

会
期

秋田公立美術大学サテライトセンター
(フォンテAKITA６階)

会
場

　学生９人がそれぞれ制作した短編アニメーション
作品によるグループ展を開催。学生アニメーション
の最前線をぜひお楽しみください！

問い合わせ▶秋田公立美術大学サテライトセンター☎(893)6128

2021年の｢Now Playing｣会場風景

７月２日(土)▶24日(日)
無

入 場
料

(写真は展示作品のイメージ) 

9:00〜16:00
入場無料入場無料

ガ
ガラ

ラス
スの
の

　勝平コレクションの中から浮世絵版画、近代版
画、銅版画、石版画、中国版画を展示します。

＊展示替えのため、７月11日(月)から15日(金)まで休館します。

赤れんが郷土館
企画展示室

会
場

210円
(高校生以下無料)

観
覧
料

 ７月16日(土)
会
期

9:30〜16:30

▼

版画のいろいろ版画のいろいろ版画のいろいろ赤れんが郷土館企画展〜勝平コレクション Part２〜赤れんが郷土館企画展〜勝平コレクション Part２〜

問い合わせ▶赤れんが郷土館☎(864)6851

10月16日(日)

　千秋美術館および佐竹史料館の休館に伴い、令和７年２月(予定)まで｢くるりん周遊パス｣の販売を休止し
ます。販売休止後も有効期間内であれば、他７施設で引き続きご利用になれます。
＊くるりん周遊パス＝千秋美術館、佐竹史料館など、市内９つの文化施設を周遊できる共通観覧券

◆◆◆ ｢くるりん周遊パス｣の販売を休止します  　問い合わせ▶文化振興課☎(888)5607 ◆◆◆

懐かしのラジオ



日時▶８月28日(日)9:30〜
会場▶県立武道館大道場
申込▶７月27日(水)まで秋田市武
術太極拳連盟の佐川さん

☎090-7666-0774

認知症予防をめざす運動や講話な
どを行う全８回の教室。時間は１
回90〜120分。各地域包括支援
センターによって開始日時、場
所、定員などは異なります。詳し
くは、下記の各地域包括支援セン
ターへお問い合わせください。
対象▶65歳以上で介護なしで全日
程参加できるかた(お住まいの地
域に関係なく参加できます)
(主催センター、会場、日時、定員
の順で記載)
八橋▶☎(883)1465、八橋南町内
会館、毎月第２･４火曜(11月の
み第２･３火曜)9:30〜11:00、
10人
中通▶☎(827)3323、中通地域包
括支援センター２階(２階に上が
れるかた)、毎月第２･４火曜(８

月のみ第３木曜･第５火曜)10:00
〜11:30、15人
勝平▶☎(883)3055、チャコの家
(新屋勝平町)、毎月第１･３金曜
10:00〜11:30、10人
雄和▶☎(881)3511、雄和ふれあ
いプラザ、毎月第１･３金曜13:30
〜15:00、10人

◆ふれあい緑内障講座
講師は日本緑内障学会の澤田 有
さん。緑内障の病気とその付き合
い方について学びます。
日時▶７月７日(木)13:30〜14:30、
21日(木)18:30〜19:30　
会場▶中央市民SC洋室４(市役所
３階)　先着▶20人　
問▶ひらの眼科の澤田さん　
☎070-2004-2490(平日18:00
〜19:00)
◆女性のためのヨガと食事〜自律
神経を整えて冷えを解消〜
日時▶７月11日(月)10:00〜13:00　
会場▶東部市民SC２階和室･調理
室　受講料▶2,500円　先着▶５人　
申込▶代表の菊江さん

☎080-5575-9057

◆秋田大学医学部附属病院のが
んサロン｢がんと栄養｣　オンラ
イン配信。ミニ講演や参加者の
フリートーク。日時▶７月22日
(金)14:00〜15:00
申込▶７月19日(火)までに
右のコードからアクセス
してお申し込みください　
問▶秋田大学医学部附属病院･地域
医療患者支援センター・がん相談
支援センター☎(884)6277
◆令和４年度防衛省採用試験
種目ごとに、受験資格、申込締
切、試験日(９月〜11月に順次実
施)が異なります。詳しくは、自
衛隊秋田募集案内所へお問い合わ
せください。☎(834)5000
種目▶自衛官候補生、一般曹候補
生、航空学生、防衛大学校学生、
防衛医科大学校学生など
◆戦没者遺児による慰霊友好親善
海外で亡くなった戦没者の遺児を
対象に、旧戦域などでの慰霊追悼
と現地のかたとの友好親善を実施
しています。参加費、日程など、
詳しくはお問い合わせください。
問▶秋田県遺族連合会

☎(862)8820

＊情報チャンネルaに掲載した市関連以外の事業は、市が特に推奨するものではありません。参加内容
は、主催者に事前によくご確認ください。生じたトラブルに関して、市は責任を負いかねます。 市外局番＝☎018

市民スポーツ祭｢武術太極拳｣

　水中運動やストレッチ、筋力トレーニング
など、介護予防に役立つ運動を行います。運
動後は各施設で入浴もできます。送迎バスの
乗車場所は右の表をご覧ください。

対象▶65歳以上で、介護者なしで参加できる
かた。着替えなどが自立していて、原則６回
すべての実施日に参加できることが条件です

時間▶10:00〜15:00

参加費▶１回420円(昼食は各自で)

定員▶各20人(初参加を優先したうえで選考)

申込▶７月８日(金)までに長寿福祉課
　　　　　　　　　☎(888)5668

会場 コースごとの実施日とバスのルート

バス＝NHK前▶マルダイ広面店前バス停▶ツルハ広面北
店向かいバス停▶デイリーヤマザキ柳田川崎店前▶会場

バス＝雄和市民サービスセンター発〜雄和地区▶戸島
地区▶和田地区▶岩見地区▶会場

ユ
フ
ォ
ー
レ

第３コース
９月12日(月)･26日(月)、10月３日(月)
･24日(月)、11月７日(月)･21日(月)

第４コース
９月16日(金)･30日(金)、10月14日(金)
･28日(金)、11月11日(金)･25日(金)

第１コース
９月５日(月)･12日(月)･26日(月)、
10月３日(月)･17日(月)･24日(月)

バス(第１･第２とも)＝秋田駅東口▶会場

　
ク
ア
ド
ー
ム 

　
　
　
ザ･

ブ
ー
ン

第２コース
９月７日(水)･14日(水)･28日(水)、
10月５日(水)･19日(水)･26日(水)
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がんサロン

アタマとカラダの健康教室
みんなの掲示板④

はつらつはつらつ
　くらぶ 　くらぶ で介護予防！で介護予防！



秋田西中学校グラウンドに隣接す
る西部地域運動広場の、令和４年
度後期分(８〜11月)の団体利用の
申請を受け付けます。
申込▶西部市民SC１階の西部地域
住民自治協議会窓口にある申請用
紙で、７月７日(木)までにお申し
込みください　問▶西部地域住民
自治協議会☎(828)4217

子どもの不登校または不登校傾向
に悩む保護者や教職員を対象に、
臨床心理士による座談会と個別
相談を行います。日時▶７月24日
(日)13:00〜16:00　会場▶秋田
市教育研究所(茨島)　先着(個別相
談のみ)▶15組　申込▶座談会は小
･中学校へ。個別相談は電話で学
校教育課へ☎(888)5808

◆わかくさ相談電話
少年の悩みや心配事について。ア
ルヴェ５階の市少年指導センター
では来所相談にも応じます。
日時▶平日9:00〜12:00､13:00
〜16:00(月曜は10:00から)
相談電話▶(884)3868
◆心といのちを守る総合相談会
対象▶39歳以下のかた　
日時▶７月３日(日)･９日(土)･10日
(日)･31日(日)、10:00〜16:00　
会場▶にぎわい交流館４階研修室
３　申込▶NPO法人秋田県就労･生
活自立サポートセンター

☎090-6681-6677
◆KHJ秋田ばっけの会
対象▶ひきこもりのかたとそのご
家族　日時▶①７月10日(日)、②
16日(土)、13:30〜15:30。②は

ひきこもりのかたのみ　会場▶中
央市民SC(市役所３階)、①は洋室
２･３、②は和室１･２　問▶同会
事務局☎090-9539-2365
◆死別の苦しみ･悲しみを語る集
い｢クレマチスの会｣　大切な人と
の死別を体験したかたの集い。
(クレマチスの会･個人ケア共に要
予約)　日時▶７月16日(土)13:00
〜15:00。遺族の個人ケアは
13:00〜13:40　会場▶県社会福
祉会館(旭北)　先着▶６人(個人ケ
アは１人)　参加費▶300円
申込▶秋田グリーフケア研究会

☎080-5000-8706

フレイルチェックで今の自身の健
康状態を確認して、改善方法を学
び、実践することで機能を回復す
るための教室です(４回コース)。
対象▶65歳以上のかた　日時▶７
月27日(水)、８月２日(火)、９月
27日(火)、10月25日(火)、10:00
〜12:00　会場▶老人福祉セン
ター３階(八橋)　先着▶20人
申込▶７月４日(月)8:30から保健
予防課☎(883)1178

｢インナービューティー｣
をテーマにした、食事の
お話と運動講習を行うセ
ミナーです。
対象▶40〜59歳の女性　日時▶７
月28日(木)10:00〜12:00　会場
▶北部市民SC洋室２･３･４　先着
▶15人　申込▶７月４日(月)8:30
から保健予防課☎(883)1178

65歳以上のかたが対象です。動
きやすい服装でお越しください。
◆タオルを使った健康体操
フェイスタオルをお持ちください。

①日時▶７月７日(木)10:00〜
12:00　会場･問▶飯島老人いこい
の家☎(845)3692
②日時▶７月15日(金)10:00〜
12:00　会場･問▶雄和ふれあいプ
ラザ☎(886)5071
◆体を動かそうADL体操
日時▶７月13日 (水)10 : 00〜
12:00(人数により時間を分ける
場合あり)　会場･問▶八橋老人い
こいの家☎(862)6025

ラジオ体操第一･第
二、みんなの体操の実
技指導。日時▶７月９
日(土)10:00〜11:40　
会場▶中央市民SC多目的ホール
(市役所３階)　
持ち物▶内履き　問▶秋田市ラジオ
体操連盟事務局の高橋さん

☎(839)0664

７月20日(水)に各小学校グラウン
ドなどで、朝６時台に行います。
詳しくは、秋田市スポーツ協会へ
お問い合わせを。☎(896)5331
＊岩見三内は17日(日)、土崎、土
崎南、河辺は23日(土)、雄和は
24日(日)に開催します。上新
城、金足東は未開催。

｢心と体の音楽運動教室｣の受講
生を募集します。対象▶60歳以上
のかた　日時▶８月３日(水)・10日
(水)・17日(水)・24日(水)、10:00
〜12:00　会場▶市老人福祉セ
ンター(八橋)　定員(抽選)▶15人　
申込▶７月19日(火)までに、電話
またはFAXで秋田市社会福祉協議
会へ。FAXの場合、住所、氏名、
生年月日、電話番号をお知らせく
ださい。
☎(862)7445･FAX(863)6068

▼｢

情
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▶料金の記載がないものは無料です　▶申込方法がないものは直接会場へ
18･19㌻に掲載した内容は、新型コロナウイルスの影響により、中止･変更になる場合がありますので、実施の
有無は、事前に主催者にご確認ください。また、会場ではマスクを着用するなど、感染予防にご協力願います

情報情報チャンネルaチャンネルa
▼｢
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■文中｢SC｣はサービスセンターの略。

案内･健康
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西部地域運動広場の団体利用申請

心のふれあい相談会

悩まずにご相談ください

フレイル改善教室

ビューティーヘルスセミナー
　　　フレッシュコース

いきいきサロン

けやき大学

ラジオ体操･みんなの体操会

全市一斉ラジオ体操のつどい



土崎みなと歴史伝承館で長崎原爆
･土崎空襲の体験者による講話会
(オンライン配信も)と資料展示。
講演会…日時▶７月23日(土)10:00
〜12:00　先着▶60人　
申込▶オンラインで参加
する場合は７月18日(月)
までに右のコードを読み
込んでお申し込みください(直接
来館のかたは不要)　
資料展示…日時▶７月15日(金)か
ら28日(木)12:00まで
問▶企画調整課☎(888)5464

対象▶甲種防火管理者の資格を取
得し、事業所で防火管理業務を行
おうとするかた　日時▶８月29日
(月)10:00〜17:00、８月30日
(火)10:00〜16:00　会場▶文化
会館　受講料▶6,000円(振込手数
料別)　定員▶各150人
申込▶７月11日(月)から22日(金)ま
で消防本部予防課に受講申込書を
提出してください。詳しくはお問
い合わせください
問▶消防本部予防課☎(823)4247

申し込みは、NPO法人スポーツク
ラブあきたへ。☎(828)8676
(平日9:00〜17:00)
◆健康運動教室(高齢のかた向け)
簡単な筋トレやストレッチ。
日時▶７月４日(月)･11日(月)、８月
１日(月)･８日(月)･22日(月)･29日
(月)、９月５日(月)･12日(月)･26日
(月)、10:00〜11:15
会場▶茨島体育館
◆生き生き健康スポーツ教室(運
動不足のかた向け)　ソフトエアロ
ビクス。日時▶７月７日(木)･21日
(木)、８月４日(木)･18日(木)･25日
(木)、９月８日(木)･15日(木)･22日
(木)･29日(木)、10:00〜11:15
会場▶茨島体育館

◆親子なかよし体操教室
①２･３歳のお子さんが対象　
日時▶７月５日(火)･19日(火)、８
月９日(火)･23日(火)、９月20日
(火)、10月４日(火)･11日(火)、
10:00〜11:00　会場▶CNAア
リーナ★あきた(７月５日は茨島
体育館)
②４･５歳のお子さんが対象
日時▶７月６日(水)･13日(水)、８
月31日(水)、９月14日(水)･21日
(水)、15:00〜16:00
会場▶茨島体育館(８月31日、９
月14日はCNAアリーナ★あきた)　

◆８人制バレーボールＣ級審判員
認定講習会
日時▶７月15日(金)9:30〜16:00
会場▶県スポーツ科学センター(八
橋)　受講料▶600円　申込▶秋田
市８人制バレーボール連盟の伊藤
さん☎(831)8922
◆｢環境あきた県民塾｣の塾生募集
環境の保全活動に関する知識や技
能を学びます。詳しくはホーム
ページをご覧ください。
http://www.eco-akita.org/　
日時 ▶７月16日(土)〜12月10
日(土)のうち９回開催(いずれも
土曜)　会場▶遊学舎　先着▶30
人　申込▶認定特定非営利活動法
人環境あきた県民フォーラム☎
(853)6755(平日9:00〜16:00)
◆かがやきの丘ボランティア講座
あきた総合支援エリア(南ケ丘)の
視覚支援学校、聴覚支援学校、
秋田きらり支援学校による合同
開催。対象 ▶高校生以上のかた　
日時▶７月28日(木)･29日(金)、
10:00〜15:15　会場▶同エリア　
定員▶15人　申込▶７月13日(水)ま
で視覚支援学校☎(889)8571

大衆芸能部門(大正琴･美容劇･

タップダンス･歌謡曲･フラダンス
･ジャズダンス)の公演。
日時▶７月３日(日)13:00〜　
会場▶文化会館大ホール
入場料▶1,000円　問▶(一社)秋田
市文化団体連盟へ☎(866)4026

平成６年以降の竿燈まつりのポス
ターのうち、特徴的なデザインや
おまつりに変化があった年のポ
スターなどを展示。日時▶７月６
日(水)から８月７日(日)、9:30〜
16:30　会場▶旧金子家住宅 土蔵　
入館料▶100円(高校生以下無料)
問▶民俗芸能伝承館☎(866)7091

◆2022千秋蓮まつり
千秋公園の夏の風物詩ハスの開花
に合わせて夜間にライトアップや
千秋公園の蓮の新たな魅力を発見
する｢蓮の花フォトコンテスト｣な
どを開催します。詳しくはホーム
ページをご覧ください。
https://sensyuhasumatsuri.jp/ 
日時▶７月22日(金)から８月31日
(水)まで　問▶秋田商工会議所まち
づくり推進課☎(866)6676
◆未来の生活を考えるスクール第
８回 イメージを巡る｢実験｣(オン
ラインレクチャー＆ワークショッ
プ) 　オンラインレクチャーのみ
の参加も可。ゲストは福岡を拠点
に活動するダンサーの手塚夏子さ
ん。時間や定員など詳しくはホー
ムページをご覧ください。https://
akitacc.jp/event-project/school08/
実施日▶オンラインレクチャー･
キックオフミーティング＝８月７
日(日)、ワークショップ＝８月20
日(土)･21日(日)、｢実験｣発表会＝８
月21日(日)
会場▶文化創造館２階スタジオA１
申 込 ▶電 話 ま た は 下 記 の 予 約
フォームからお申し込みくださ
い。文化創造館☎(893)6424　
https://forms.gle/k9nqSwTyUJUX9Pdw5

20＊情報チャンネルaに掲載した市関連以外の事業は、市が特に推奨するものではありません。参加内容
は、主催者に事前によくご確認ください。生じたトラブルに関して、市は責任を負いかねます。 市外局番＝☎018

催　し
第65回秋田市芸術祭 四季の彩

はずむ！ スポーツ教室

甲種防火管理新規講習
みんなの掲示板②

秋田竿燈まつりポスター展

みんなの掲示板③

被爆証言講話会

ナガサキ･土崎被爆証言講話会



会場は、上新城の農山村地域活性
化センターさとぴあ。申し込み
は、７月５日(火)18:00までさと
ぴあへ。☎(893)3412
①千

せん

日
に ち

紅
こ う

のキャンバスフラワー
布張りキャンバスに千日紅を使っ
てキャンバスブーケを作ります。
対象▶中学生以上のかた　日時▶７
月10日(日)10:00〜12:00　参加
費▶1,300円　定員(抽選)▶15人
②梅漬けと笹巻きづくり体験
対象▶中学生以上のかた
日時▶７月13日(水)10:00〜12:00　
参加費▶1,500円(梅１㎏付き)　
定員(抽選)▶15人
③リンゴの枝切りと切り枝で草木
染め体験　上新城の渡邉農園で剪
定体験をした後、その枝を使って
シルクのハンカチを草木染めし
ます。対象▶小学３年生以上のか
た　日時▶７月17日(日)10:00〜
12:30　参加費▶900円　定員(抽
選)▶15人
④もみ殻ボードで作るアニマル
ペンスタンド　対象▶小学３年
生以上のかた　日時▶７月23日
(土)13:00〜16:30　参加費▶
1,500円　定員(抽選)▶15人

８月21日(日)に雄和新波地域で開
催予定の大正寺おけさの講習会。
日時▶７月12日(火)･26日(火)、
16:30〜18:00　会場▶雄和市民
SC２階地域文化ホール
申込▶大正寺おけさ祭実行委員会
の加藤さん☎090-8781-7403

39歳までのかたを優先します。
申込は７月４日(月)12:00から生

涯学習室へ。☎(888)5810
①パーソナルカラー体験
イエローベース･ブルーベースの
体験などを行います。
日時▶７月13日(水)19:00〜20:30　
会場▶中央市民SC洋室４(市役所
３階)　先着▶16人　
②暑さを乗り切る薬膳料理
夏の薬膳料理２種とごはんもの、
スープ、デザートを作ります。
日時▶７月23日(土)10:00〜13:00
会場▶中央市民SC調理室(市役所
３階)　参加費▶1,200円　
先着▶12人　

講師は秋田大学名誉教授の渡辺
英夫さん。テーマは｢江戸時代の
武士と町方の生活｣。日時▶７月
14日(木)･21日(木)、13:30〜
15:30　会場▶きららとしょかん
明徳館２階研修室　テキスト代▶
520円　先着▶40人　申込▶７月
４日(月)9:00から佐竹史料館

☎(863)0770

歴史ある古民家でわらを材料に、
清掃用のミニほうきを作ります。
河辺市民SCに集合し、バスで移
動します。対象▶18歳以上のかた　
日時▶７月19日(火)9:30〜12:00　
会場▶古民家コミューン(河辺神内)　
参加費▶500円　先着▶10人
申込▶７月４日(月)8:30から河辺
市民SC☎(882)5171

テーマは｢ありのまま
の自分を認めよう｣。
初参加のかた大歓迎！
日時▶７月23日(土)13:30〜14:30　
会場▶中央市民SC洋室２･３(市役
所３階)　先着▶８人
申込▶７月４日(月)9:00から生活
総務課☎(888)5650

認知症や障がいなどにより、判
断することに不安があっても自
分らしく暮らせるよう法的に保
護し、支える｢成年後見制度｣に
ついて学びます。日時▶７月23日
(土)13:30〜15:30　会場▶文化
会館５階大会議室　定員▶100人
申込▶７月15日(金)までに
秋田市権利擁護センター
へ。右のコードを読み込
んで専用フォームからも
☎(862)0102･FAX(862)8900

ニジマスの生態に関する講義後
に、調理実習を行います。
対象▶18歳以上のかた(お子さん
連れは不可)　日時▶７月29日
(金)10:00〜13:00　会場▶卸売
市場(外旭川)　参加費▶1,500円　
定員(抽選)▶９人
申込▶はがきに、講座名、住所、
氏名、年齢、電話番号を書いて、
７月７日(木)(必着)まで、〒010-
0802 外旭川字待合28 あきた市
場マネジメント☎(869)5294

コーディネーターは遊
学舎センター長の畠山
順子さん。ゲストは一
般社団法人ロンド代

表理事の金子晃輝さん、あきやま
企画の秋山卓登さん。地域課題を
解決するため、自分たちが暮らす
まちや人に関心を持ち、地域資源
や人材を活かしたまちづくり活動
を紹介します。対象▶市民活動を
行っているかた、テーマに関心の
あるかた　
日時▶７月30日(土)14:00〜15:30　
会場▶アルヴェ２階多目的ホール　
先着▶16人　申込▶市民交流サロ
ン☎(887)5312
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▶料金の記載がないものは無料です　▶申込方法がないものは直接会場へ

■文中｢SC｣はサービスセンターの略。

20･21㌻に掲載した内容は、新型コロナウイルスの影響により、中止･変更になる場合がありますので、実施の
有無は、事前に主催者にご確認ください。また、会場ではマスクを着用するなど、感染予防にご協力願います

情報情報チャンネルaチャンネルa

講　座
さとぴあで体験しよう！

大正寺おけさまつりの踊り講習会

コミュニケーションカフェ

青少年教室

佐竹史料館学習講座

古民家で体験！藁
わら

から作るかわいい箒
みご

！

成年後見セミナー

ニジマスの料理講習会

まちづくり・ひとづくり講座

成年後見セミナー
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ら選べます。
貝がらや小石を飾り付けてスペ
シャルな夏休みの工作と思い出を
つくろう！ 汚れてもよい服装で
お越しください。対象▶小学生と
父親　日時▶８月７日(日)10:00〜
12:00　会場▶中央市民SC３階洋
室４　材料費▶800円　先着▶８組　
申込▶７月４日(月)9:00から29日
(金)までに電話かＥメールで、作
成したいコース、氏名、電話番
号、参加人数を、生活総務課女性
活躍推進担当へお知らせくださ
い。☎(888)5650
Eメール danjyo@city.akita.lg.jp

ガラスのペーパーウエイト作りな
ど。対象▶小学生(小学３年生以下
は保護者同伴)　日時▶７月28日
(木)･29日(金)、10:00〜11:00、
13:30〜14:30　会場▶新屋ガ
ラス工房　材料費▶１人1,100円　
定員(抽選)▶各10人　申込▶７月
12日(火)から18日(月)まで自然科
学学習館☎(887)5330(9:00〜
17:00)

普段は見ることができない文化会
館の舞台裏見学や、音響装置･照
明機器の操作などを体験！
対象▶小学生と保護者
日時▶７月26日(火)10:00〜12:00　
定員(抽選)▶10組
申込▶７月４日(月)から11日(月)ま
でにEメール(件名は舞台裏探検希
望)で、親子の氏名(ふりがな)、電
話番号、お子さんの学年、性別を
文化会館へお知らせください。申
し込みは１組１回まで
Eメール ro-edch@city.akita.lg.jp
問▶文化会館☎(865)1191

市文化振興助成事業。江戸の三
味線音楽｢長唄｣の解説とワーク
ショップを交えたコンサート。出
演は渡辺麻子さん(東音)ほか。日
時▶７月24日(日)、１部14:00開

演、２部17:00開演　会場▶民俗
芸能伝承館　参加費▶一般2,500
円、高校生以下1,000円。１部の
み就学前のお子さん入場可(無料)
先着▶各30人　申込▶電話かＥメー
ルで、氏名、電話番号を同事務局
の渡辺さんへ。当日券(一般、高校
生以下とも500円増)の有無はお問
い合わせを。☎090-6112-3254
Eメール asanone.2021@gmail.com

講師は美術家の浅野壽里さん。
洋画家･岡田謙三の絵に見られる
｢かさねの色目｣の組み合わせを
使って、松･竹･梅を自由にコラー
ジュをします。日時▶７月30日
(土)13:30〜15:00　先着▶10人　
会場▶アトリオン地下１階多目的
ホールC　申込▶７月４日(月)9:00
から千秋美術館☎(836)7860

秋田市地域おこし協力隊の毛利菜
摘隊員が企画する移住された子育
て世帯の交流イベント。ビニール
プール遊びや、ランチを食べなが
ら秋田市くらしの情報交換、現
役助産師･看護師による育児相談
も。おやつのお土産や名谷宗泰隊
員が撮影した家族写真のデータ
をプレゼント！ 対象▶就学前のお
子さんがいる世帯(移住者以外の
かたも大歓迎)　日時▶７月31日
(日)10:00〜14:00　会場▶おーる
秋田･ふるさと館みんなの実家門
脇家(上新城)　
参加費▶一世帯1,000円
定員(抽選)▶７世帯
申込▶７月２日(土)１２:００
から18日(月)まで右のコードを
読み込んで、市の電子申請･届出
サービスからお申し込みください　
問▶人口減少･移住定住対策課

☎(888)5487

７月２日(土)から屋外25mプール
がオープン！ また、７月10日(日)

は市の記念日(７月12日)にちなん
で入館料が半額に！
▶大人520円→260円
▶中･高校生415円→205円
▶３歳〜小学生310円→155円
問▶ザ･ブーン☎(827)2301

◆親子体験教室　対象は小学生の
親子。時間は10:00〜11:30、
13:30〜15:00。会場は中央シ
ルバーエリア陶芸室(御所野)。定
員は各回６組。申し込みは、秋田
県中央地区老人福祉総合エリア
へ。☎(829)2151
①陶芸＝実施日▶７月31日(日)
参加料▶１人1,150円
②七宝焼き＝実施日▶８月７日(日)
参加料▶１人900円
◆めのがっこうでいっしょにあそぼう！
視覚支援を必要とする就学前のお
子さんと保護者などを対象とした
交流会。日時▶８月４日(木)9:30〜
12:10　会場▶県立視覚支援学校　
申込▶７月15日(金)まで電話かFAX
で住所、氏名、電話番号を県立視
覚支援学校へお知らせください
☎(889)8571･FAX(889)8575
◆のぼれ！イシダ坂！！ 
新屋高校文化部の長所を活かし
た体験型教室！ 対象▶小〜中学
生　日時▶８月５日(金)10:00〜
12:00　会場 ▶新屋高
校　申込▶７月27日(水)
まで右の申込フォームか
ら。コースと定員▶写真
体験＝10人、実験＝20人、万華
鏡づくり＝20人　問▶新屋高校☎
(828)8589
◆日本女子テニス連盟のわくわく
体験テニス
対象▶小学１〜３年生、テニス初
心者の４･５年生と保護者　日時▶
８月６日(土)･７日(日)、10:00〜
12:00　会場▶北野田公園アリー
ナ(屋内テニスコート)　参加料▶
１人1,500円

申込▶７月23日(土)まで同連盟秋
田県支部の辻さん

☎080-1826-0552

22＊情報チャンネルaに掲載した市関連以外の事業は、市が特に推奨するものではありません。参加内容
は、主催者に事前によくご確認ください。生じたトラブルに関して、市は責任を負いかねます。 市外局番＝☎018

クアドーム ザ･ブーンへGO！

夏休みはじめての長唄体験コンサート

親子で文化会館の舞台裏を探検

ワークショップ｢日本の伝統をコラージュする｣

科学つめあわせ便 ガラスの科学

みんなの掲示板①

のんびり家族で交流TIME
〜夏のプール遊び編〜

新屋高校

家族で交流



西部市民SCに集合し、バスで移
動します。対象▶西部地域の小学
生(小３以下は保護者同伴)　
日時▶７月29日(金)8:50〜16:00　
会場▶県環境と文化のむら(五城目
町)　参加費▶１人50円
先着▶15人　申込▶７月５日(火)か
ら平日の9:00〜17:00に西部市
民SC☎(828)4217

自然観察指導員と親子で仁別国民
の森を散策します。お子さんにカ
ブトムシをプレゼント！
市役所から送迎バスあり。
対象▶小･中学生と保護者　
日時▶８月10日(水)8:50〜15:00
参加費▶1人500円　
先着▶20人　申込▶７月13日(水)
8:30から20日(水)までの平日に
農地森林整備課☎(888)5741

太平山自然学習センターほかを会
場に、テント泊、飯ごう炊飯、
キャンプファイヤー、バンブーク
ラフト、小枝スプーン･フォーク
作りをします。秋田駅東口から
送迎バスが発着します。対象▶中
学生以下のお子さんと家族　日
時 ▶８月６日(土)11:40〜７日
(日)13:15　参加費▶１家族2,000

円と１人2,500円　定員▶８家族
(定員超の場合、初参加を優先し
て抽選)　
申込▶往復はがき(１家族１通)の
往信面に、催し名、住所、参加者
全員の氏名、年齢、電話番号、返
信面に住所、氏名を書いて、７月
２日(土)から12日(火)(必着)まで、
〒010-0824 仁別字マンタラメ
227-1 太平山自然学習センター

☎(827)2171

北部市民SCに集合し、バスで移
動します。対象▶小学３年生以上
のお子さんと保護者
日時▶８月６日(土)9:00〜15:40
会場▶あきた白神体験センター、
八峰町中浜海岸　参加費 ▶１人
500円　定員(抽選)▶６組
申込▶往復はがき(親子２人１組
１通)に、催し名、住所、参加者
全員の氏名(ふりがな)、お子さ
んの学校名と学年、電話番号を
書いて、７月８日(金)(消印有効)
まで、〒011-0945 土崎港西五
丁目３-１ 北部市民サービスセン
ター☎(893)5969

対象 ▶小学生以上のお子さんと
保護者(１組３人まで)　日時▶７
月27日(水)･28日(木)･29日(金)、
9:30〜13:00　会場▶園芸振興セ
ンター(仁井田)　参加費▶１人600
円　定員▶各４組(定員超の場合、
初参加を優先して抽選)　申込▶は
がきまたはEメールで、講座名、
希望日(複数可)、住所、参加者全
員の氏名、お子さんの年齢、電話

番号、Eメールアドレスを記入の
上、７月１日(金)から８日(金)(消印
有効)まで、〒010-8560 秋田市
役所産業企画課☎(888)5725
Eメール ro-agmn@city.akita.lg.jp

◆親子陶芸教室
皿･マグカップ･ペン立てから１つ
選んで作ります。西部市民SCに
集合し、バスで移動します。
対象▶小学生の親子　日時▶７月
22日(金)9:20〜12:30　会場▶
いやしろち(雄和)　材料費▶１人
1,500円　先着▶８組　申込▶７月
５日(火)から平日の9:00〜17:00
に西部市民SC☎(828)4217
◆夏休み｢子ども陶芸教室｣
対象▶小学４〜６年生のかた　日
時▶７月25日(月)9:30〜12:00　
会場▶北部市民SC陶芸工作室　
材料費▶600円
定員(抽選)▶16人　申込▶７月４日
(月)9:00から８日(金)まで北部市
民SC☎(893)5969

◆夏休みチャレンジ工作〜ビック
リカメラを作ろう！
対象▶小学生の親子　日時▶７月
23日(土)10:00〜11:30　会場
▶河辺市民SC３階和室　材料費▶
100円　先着▶20組　
申込▶７月４日(月)8:30から河辺
市民SC☎(882)5171
◆お父さんと一緒に夏休みの工作
をつくろう！
講師はオレンジカウンティウッド
ワークスの熊地梨紗さん。ペン立
て、ブックスタンドの２コースか
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▶料金の記載がないものは無料です　▶申込方法がないものは直接会場へ

表紙の
はなし

22･23㌻に掲載した内容は、新型コロナウイルスの影響により、中止･変更になる場合がありますので、実施の
有無は、事前に主催者にご確認ください。また、会場ではマスクを着用するなど、感染予防にご協力願います

情報情報チャンネルaチャンネルa

陶芸づくりにチャレンジ！

■文中｢SC｣はサービスセンターの略。

親子で工作にチャレンジ！

森で遊ぼう 自然観察と自由工作

アスパラガス収穫とピザづくり

親子で野外体験 シーカヤック

夏のファミリーキャンプ

仁別国民の森で自然観察会

23　広報あきた　2022年７月１日号

　秋田市の初夏の風物詩｢あきた観光レディー蕗刈り撮影会｣が開催されました！ 大蕗
と秋田おばこ姿の観光レディーのコラボレーションはまさに〝映えショット〟。これ
から迎える夏本番もみずみずしい笑顔で、秋田の魅力をPRしてくれることでしょう♪



広報あきた　編集発行■秋田市役所広報広聴課　〒010-8560 秋田市山王一丁目１番１号　☎018(888)5471　■この冊子は単価１部26.84円です

問い合わせ▶市民交流プラザ管理室☎(887)5310

自然科学学習館サイエンスフェスティバルⅠ

おしごとの種類▶アナウンサー／番
組制作／スマートグラスで遠隔作業
支援／薬剤師／ネイリスト／オペ
レーター／パン屋さん／マジシャン
／ゲームクリエイター／動画クリエ
イター／駅のおしごと／科学者／舞
台音響･照明／映画館のおしごと／
ボーカルトレーニングの先生

ホームページ▶https://www.alve.jp/events/p2066

　子どもたちが主役の仮想のオフィスがアルヴェと秋
田駅に出現！ 15種類のおしごとから体験したいもの
を選ぼう。体験後に、お給料としてアルヴェ館内など
で使える｢アルヴェコイン｣がもらえるよ♪ 

▶16日(土)10:00〜16:00

◆受け付けは9:30〜きらめき広場総合案内へ(当日先着順）

▶小学生対象(保護者同伴)　

10:00〜15:00

▶９日(土)･10日(日)　▶１階きらめき広場

①10:30〜11:20
②13:30〜14:20

FindingDINO 
７つの恐竜の
化石を探し出せ！　
〈企画制作:ASATEC㈱〉

わくわくサイエンスショー
〜色と光の魔法＆

南極ブリザード〜

キッチンカーなどが登場！

キッズの"おしごと"体験フェスタ in アルヴェ

Alve Food Garden

▶９日(土)･10日(日)10:00〜　▶屋外きらめきコート

＊観覧の申込受付はすでに終了しています。

▶９日(土)10:30〜12:00　▶２階多目的ホール
子ども未来センター夏まつり

７月９日(土)･10日(日)･16日(土)

当日先着各100人当日先着各100人 エリア内人数制限ありエリア内人数制限あり

◆パン屋さんのみ、７月７日(木)までEメールで申し込
みが必要です。申込方法や定員など、詳しくは上記
ホームページをご覧ください
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